
現
今
人
造
蹴
維
が
紡
織
用
と
し
て
そ
の
性
状
の
向
上
、
改
定
を
望
ま
れ
て
ゐ
る
も
の
に
強
度
、
耐
水
性
、
耐
放
鹿
、
椿
縮
 
 

性
、
染
色
僅
及
び
保
漁
性
等
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
就
中
耐
水
性
の
向
上
は
そ
れ
が
他
の
諦
性
状
の
根
因
を
な
す
だ
け
に
最
 
 

も
賽
罫
紙
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
耐
水
性
の
不
足
は
温
潤
強
度
の
減
少
、
耐
雛
性
の
妖
乏
を
招
き
、
永
久
的
捧
縮
の
附
輿
の
困
 
 

難
を
衆
し
、
史
忙
保
温
性
に
ま
で
影
響
し
人
造
搬
維
の
最
近
の
不
評
の
主
因
と
な
つ
て
ゐ
る
。
賓
忙
人
造
調
練
に
長
好
な
耐
 
 

水
性
を
異
え
る
こ
と
は
そ
の
品
質
向
上
の
最
大
原
因
で
今
日
敢
も
カ
を
諭
す
べ
き
研
究
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 

ん
駁
に
天
然
繊
榔
の
耐
水
性
が
大
な
る
に
拘
ら
す
、
同
嘲
化
合
物
よ
り
な
る
人
造
繊
維
の
こ
れ
に
乏
し
き
は
主
と
し
て
そ
の
微
細
 
 

構
造
に
鏡
面
す
る
事
明
か
で
あ
る
。
 
 
 

天
然
繊
維
の
棲
細
構
造
に
つ
い
て
は
物
理
、
比
率
的
に
多
方
面
よ
り
研
究
さ
れ
穣
詑
粉
々
た
る
も
の
が
あ
る
が
繊
維
素
繊
維
に
就
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
に
就
い
て
 
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
に
就
い
て
 
 

阿
 
 

部
 
 
久
 
 
次
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い
で
は
無
水
グ
ル
コ
ー
ズ
基
の
多
数
が
相
互
に
毛
債
結
合
を
な
し
で
長
鎖
状
の
天
な
る
分
子
を
構
成
し
、
こ
の
桟
維
素
分
子
が
叉
多
 
 

数
や
行
し
で
相
互
の
水
曜
共
に
よ
ち
別
個
結
争
ぎ
な
も
て
所
謂
ミ
セ
ル
を
構
成
し
、
こ
の
ミ
セ
ル
が
更
に
相
凝
索
し
で
フ
ィ
プ
リ
ル
 
 

と
な
り
、
こ
れ
が
規
則
航
し
く
配
列
し
て
天
然
細
酢
素
繊
抑
を
構
成
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 

、
、
、
セ
ル
の
存
在
有
賊
に
関
し
て
も
叉
そ
の
形
状
に
つ
い
て
も
稜
々
説
が
あ
る
。
マ
ル
ク
、
マ
イ
ヤ
ー
は
紡
綿
状
を
な
し
て
ゐ
る
と
し
、
文
一
方
 
 
 

で
は
ゲ
ル
ン
グ
ロ
ス
の
線
状
ミ
セ
ル
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
天
然
癒
維
を
構
成
し
て
ゐ
る
グ
ル
コ
ー
ス
戌
基
数
（
語
合
皮
）
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
 
 

（
謙
二
）
 
 
 

り
、
例
へ
ば
マ
イ
ヤ
ー
は
初
め
山
0
0
と
L
、
最
近
三
〇
〇
と
訂
正
し
て
ゐ
る
に
反
し
、
ス
タ
ウ
デ
ン
▲
ダ
ー
は
紙
維
素
膵
液
の
粘
度
測
定
よ
ヱ
ニ
 
 

（
謙
二
）
．
∴
一
く
ノ
 
 
 

α
0
0
な
り
と
し
、
ク
レ
マ
ー
は
超
遠
心
法
忙
よ
り
て
三
〇
〇
〇
－
≡
五
〇
〇
説
を
報
じ
て
ゐ
る
。
 
 
 

人
造
繊
維
は
．
か
ゝ
る
天
然
繊
維
を
一
旦
、
ソ
ル
に
解
陣
し
、
再
び
紡
糸
凝
固
せ
し
め
た
る
も
の
な
れ
ば
ミ
セ
ル
は
幾
分
…
朋
填
を
お
こ
 
 

し
て
如
く
な
り
、
繊
維
素
分
子
ほ
そ
の
、
軍
慣
結
合
が
切
断
さ
れ
て
短
く
な
る
番
が
考
へ
ら
れ
る
。
凝
附
し
て
糸
を
形
成
す
る
に
あ
た
 
 

（
詫
三
）
 
 

っ
て
そ
の
表
面
は
プ
レ
ス
ー
ン
の
説
く
如
く
、
紡
糸
口
の
摩
擦
と
伸
長
に
よ
り
ミ
セ
ル
、
繊
緋
素
分
子
は
紡
糸
の
方
向
に
定
位
を
と
 
 

（
謹
四
）
 
 

る
が
そ
の
内
部
は
翻
乱
邦
不
規
則
の
配
列
を
と
る
と
恩
は
れ
る
、
事
嘗
繊
緋
は
切
断
面
を
と
り
袷
顕
す
る
こ
と
に
よ
り
其
方
件
の
緻
 
 

密
な
皮
蚊
と
等
方
牲
の
疎
小
甘
る
中
心
部
の
存
在
す
る
寄
に
よ
り
て
も
明
か
で
あ
る
。
 
 
 

繊
維
素
繊
緋
の
吸
混
性
の
大
な
る
原
因
は
二
つ
あ
る
。
叫
つ
は
繊
維
素
自
身
の
有
す
る
水
酸
基
∽
作
川
で
あ
り
、
他
は
繊
維
和
地
 
 

の
間
隙
1
フ
ィ
ブ
リ
ル
又
は
ミ
セ
ル
間
隙
 
－
 
の
布
衣
で
あ
る
。
元
来
水
酸
基
は
急
に
荷
電
せ
る
強
い
極
性
期
で
あ
り
、
水
は
こ
 
 

の
強
い
極
牲
を
示
す
水
酸
基
営
も
つ
双
極
子
で
あ
る
故
に
両
者
は
相
牽
引
し
で
結
合
す
る
。
故
に
繊
抑
を
水
に
接
す
る
と
き
は
織
緋
 
 

表
何
に
存
在
す
る
遊
離
の
牽
引
力
を
も
つ
水
酸
基
は
水
を
吸
着
し
、
吸
着
さ
れ
た
水
の
陰
電
荷
は
更
に
他
の
水
を
吸
引
し
、
所
謂
水
 
 
 

高
松
高
等
商
米
軍
校
紀
l
空
、
一
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

三
竜
八
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和
の
作
用
を
呈
す
る
。
又
…
方
水
は
そ
の
毛
細
管
作
用
に
よ
り
繊
維
間
隙
に
浸
入
し
て
こ
れ
を
充
た
す
故
に
繊
維
素
繊
維
は
大
な
る
 
 

吸
磁
性
を
し
め
す
と
考
へ
ら
れ
る
。
人
造
繊
維
に
於
て
は
前
述
の
如
く
そ
の
内
部
に
於
け
る
ミ
セ
ル
又
は
繊
維
素
分
子
の
配
列
は
不
 
 

規
則
で
乱
難
な
る
が
故
に
水
酸
基
は
相
互
に
そ
の
牽
引
力
を
飽
和
す
る
に
至
ら
ず
、
毛
細
管
作
用
に
よ
り
浸
入
せ
る
水
と
前
述
の
如
 
 

き
強
い
結
合
を
な
し
、
間
隙
問
を
水
分
子
で
充
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
水
俄
基
相
互
の
牽
引
力
は
い
よ
ノ
1
弱
め
ら
れ
る
と
 
 

共
に
フ
ィ
ブ
リ
ル
或
は
ミ
セ
ル
の
相
互
間
の
、
こ
b
を
よ
く
す
る
。
こ
れ
が
温
潤
強
度
の
減
少
と
打
ア
り
、
可
塑
性
と
な
る
原
因
と
考
へ
 
 
 

ら
れ
る
。
 
 
 

よ
つ
て
人
造
細
絆
を
耐
水
性
た
ら
し
む
る
馬
に
は
か
～
る
素
因
を
除
去
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
水
酸
基
の
如
き
親
水
性
 
 

の
一
極
性
圃
を
疎
水
性
の
非
極
性
圃
で
起
換
し
て
極
性
を
失
は
し
む
る
か
、
或
は
こ
れ
を
減
少
せ
し
め
、
更
に
繊
維
間
隙
に
疎
水
使
物
 
 

質
哲
充
墳
せ
し
め
て
水
酸
基
の
作
用
を
妨
ぐ
と
共
に
水
の
毛
細
管
作
用
に
よ
る
浸
入
を
阻
止
す
る
に
在
る
。
前
者
を
本
質
的
方
法
と
 
 

す
れ
ば
後
者
は
機
械
的
方
放
と
い
へ
る
。
 
 

〓
 
 

機
 
械
 
的
 
方
 
法
 
 
 

ミ
セ
ル
間
隙
に
通
常
な
疎
水
性
物
質
を
充
墳
し
て
水
酸
基
の
極
性
を
調
和
し
、
且
つ
毛
細
管
現
象
に
よ
る
吸
温
の
閃
を
去
り
以
て
 
 

耐
水
性
を
附
興
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
、
通
常
な
物
質
と
し
て
は
繊
維
に
吸
着
す
る
性
状
に
富
み
、
蒸
磯
性
↓
昇
聾
性
な
く
且
つ
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
に
就
い
て
 
 

三
七
九
 
 

題   
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高
校
高
等
商
薬
学
校
紀
元
二
千
六
有
年
記
念
論
文
集
 
 

三
八
〇
 
 

間
隙
に
浸
入
す
る
に
足
る
分
子
の
大
さ
を
も
つ
こ
と
が
心
安
で
あ
る
。
叫
股
に
分
子
小
な
る
も
の
は
蒸
蟄
、
昇
華
し
易
く
叉
械
絆
素
 
 

に
親
和
力
の
犬
な
る
も
の
は
親
水
性
又
大
で
疎
水
性
の
も
の
は
繊
維
と
密
着
し
難
き
難
鮎
が
あ
る
。
 
 
 

今
日
こ
の
方
洪
に
利
川
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
し
で
は
金
属
強
、
金
屠
石
鹸
、
蝋
扶
物
質
及
び
油
脂
、
膠
質
並
に
萎
白
質
、
ゴ
ム
、
 
 

繊
維
素
エ
ス
テ
ル
及
び
エ
ー
テ
ル
、
合
成
樹
脂
等
が
あ
る
。
 
 

防
水
効
兼
を
典
え
る
方
法
と
し
で
は
紡
糸
液
に
こ
れ
等
の
物
質
を
添
加
し
て
紡
糸
す
′
る
放
と
、
こ
れ
等
の
溶
液
又
は
エ
マ
ル
ジ
ョ
 
 

ン
、
散
乱
液
に
繊
維
、
織
布
を
浸
癒
す
る
淡
と
の
二
法
が
あ
る
。
本
稿
で
は
主
4
し
て
後
者
の
方
法
に
つ
き
鱒
ぺ
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

金
属
睦
 
余
儀
壇
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
は
明
磐
、
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
酷
酸
ア
ル
、
、
三
ウ
ム
、
蟻
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
 
 

の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
亜
が
主
で
時
に
酷
酸
銅
、
蟻
酸
銅
、
配
酸
鉛
等
も
用
ひ
ら
れ
る
。
 
 
 

就
小
最
も
簡
畢
な
る
も
の
は
酪
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
よ
る
放
で
あ
る
。
二
1
三
度
ボ
ー
メ
の
酪
酸
ア
ル
ミ
ウ
ム
液
に
織
布
を
浸
鼓
 
 

し
、
絞
液
乾
燥
し
た
る
後
加
熱
す
る
に
凝
る
。
然
る
と
き
は
ア
ル
ミ
ナ
或
は
水
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
伎
膜
が
残
留
し
防
水
の
目
的
 
 

を
達
す
る
。
ア
ル
ミ
ナ
は
織
絆
に
封
す
る
固
着
件
は
相
常
犬
な
る
も
機
械
的
繰
作
に
よ
り
脱
誤
め
愛
あ
り
、
耐
水
怜
充
分
と
は
い
へ
 
 

な
い
。
叉
手
燭
り
は
こ
恨
に
硬
く
な
る
。
 
 
 

こ
の
方
淡
で
繊
維
間
隙
に
浸
透
を
よ
く
す
る
為
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
憶
（
酷
酸
又
は
乳
酸
ブ
ル
一
i
ウ
ム
）
の
水
溶
俄
に
プ
チ
ル
ア
ル
コ
 
 

ー
ル
、
イ
リ
ブ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
ア
セ
ト
ン
の
如
く
そ
の
表
面
張
力
を
低
下
さ
す
物
質
を
況
や
る
場
合
も
あ
る
（
彿
特
許
八
叫
 
 

○
、
八
〇
五
、
共
時
許
四
八
二
、
六
山
九
）
。
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こ
の
方
法
の
一
つ
に
特
殊
な
金
属
摘
首
用
ひ
興
味
あ
る
防
水
加
工
を
施
す
も
の
も
あ
る
。
例
へ
ば
。
 
 
 

英
特
許
囲
五
七
、
六
打
九
 
（
J
O
F
n
P
O
m
p
h
r
の
ユ
 
 
桂
酸
、
間
柱
酸
、
欄
酸
及
燐
酸
の
金
屠
噌
に
グ
リ
コ
ー
ル
、
グ
リ
セ
ロ
ー
 
 

ル
、
乳
酸
、
酒
石
酸
、
拘
轍
酸
、
峨
酸
又
は
酪
酸
等
の
朔
剤
を
添
加
し
に
る
液
に
繊
維
素
よ
り
な
る
組
物
を
浸
漬
し
、
乾
燥
し
た
る
後
 
 

刷
五
〇
度
で
加
熱
す
る
に
在
る
。
然
る
と
き
は
生
成
さ
れ
る
硝
子
楼
の
沈
澱
に
よ
り
防
水
、
耐
殻
性
と
な
る
。
例
へ
ば
レ
ー
ヨ
ン
を
 
 

○
羞
T
∴
勿
の
グ
ロ
セ
。
－
ル
を
含
む
、
磋
酸
曹
達
の
五
1
⊥
○
〆
液
に
浸
漬
し
た
る
後
絞
液
し
、
熱
重
来
で
乾
燥
し
最
後
に
叫
0
 
 

0
－
叫
五
〇
度
に
加
熱
す
る
。
又
は
棚
砂
、
苛
仲
曹
連
及
び
縫
紋
酉
達
の
溶
液
を
酪
酸
亜
鉛
の
熱
溶
液
に
拇
絆
し
っ
ゝ
加
へ
、
生
成
 
 

す
る
棚
珪
酸
亜
鉛
の
沈
澱
を
分
離
洗
漉
し
、
こ
れ
を
五
％
糟
酸
．
（
○
去
－
一
〆
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
或
は
葡
萄
開
合
宥
）
に
叫
C
－
仙
五
 
 

％
含
む
様
に
溶
解
し
た
る
液
で
鷹
捜
す
る
。
 
 
 

金
願
撼
類
の
防
水
は
こ
れ
髪
単
弼
に
川
ふ
る
場
合
少
く
触
、
石
鹸
又
は
稜
々
の
有
機
化
合
物
と
併
用
す
る
を
普
通
と
す
る
。
 
 
 

金
属
石
鹸
 
余
儀
石
鹸
は
古
く
よ
り
知
ら
れ
今
日
有
効
な
方
法
と
し
て
贋
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
方
淡
は
可
溶
件
の
石
鹸
 
 

液
と
金
属
髄
有
作
用
せ
し
め
て
生
す
る
不
溶
性
余
儀
石
鹸
む
繊
維
上
に
固
着
せ
し
む
る
に
泰
る
。
石
鹸
と
し
て
は
動
植
物
油
及
び
檎
 
 

脂
よ
り
得
ら
れ
る
も
の
が
用
ひ
ら
れ
、
金
屠
塊
と
し
て
は
主
と
し
で
は
酷
酸
ア
ル
、
三
ウ
ム
が
利
用
さ
れ
る
。
そ
の
他
蟻
酸
ア
ル
ミ
 
 

ニ
ウ
ム
、
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
明
焙
等
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
化
合
物
、
時
に
燐
酸
銅
、
酪
酸
銅
も
糊
ひ
ら
る
。
通
常
の
方
法
と
し
て
 
 

は
二
1
五
妙
の
常
連
石
鹸
液
に
椒
布
を
浸
漬
し
、
絞
り
牛
乾
煉
に
し
た
る
後
四
－
五
度
鮎
位
の
酷
酸
ア
ル
ミ
言
ム
液
に
浸
漬
し
」
 
 

水
洗
乾
燥
す
れ
ば
よ
し
。
効
果
を
よ
く
す
る
為
に
添
加
剤
と
し
て
カ
ゼ
イ
ン
、
大
豆
蛋
白
、
木
蝋
及
び
パ
ラ
フ
ィ
ン
等
を
ポ
飴
液
に
 
 

人
造
政
経
の
耐
水
性
に
就
い
て
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混
入
し
、
又
仕
上
剤
と
し
で
蝋
質
、
油
類
で
最
後
魔
埋
を
施
す
。
 
 
 

金
属
石
鹸
は
絨
絆
に
封
す
る
強
い
御
着
性
を
有
し
、
且
つ
疎
水
性
太
な
る
炭
化
水
素
連
鎖
を
有
す
る
故
に
耐
水
効
親
犬
な
る
と
共
 
 

に
防
水
力
の
持
繊
性
に
富
む
特
仲
が
あ
る
。
叉
地
質
の
施
化
、
櫓
慶
す
る
こ
と
少
く
加
工
費
の
低
廉
の
利
も
あ
る
。
 
 

こ
れ
に
厨
す
特
許
は
多
数
あ
る
。
 
 
 

米
特
許
二
、
C
囲
六
、
三
〇
五
（
J
O
h
n
声
C
訂
a
完
【
a
n
d
）
 
 
ス
テ
ア
リ
ン
酸
ヂ
グ
リ
コ
の
如
き
高
級
脂
肪
酸
の
ヂ
グ
リ
コ
エ
ス
 

テ
ル
と
こ
れ
と
不
溶
性
石
鹸
を
作
る
硫
酸
ア
ル
ミ
ご
ウ
ム
の
如
き
可
略
性
金
属
惑
と
の
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
魔
理
し
た
る
後
加
熱
す
る
 
 

に
泰
る
。
 
 
 

弼
特
許
六
五
九
、
峯
一
七
（
Ⅰ
．
G
●
句
a
r
b
e
n
i
n
d
u
s
t
r
i
e
A
・
G
．
）
 
高
分
子
盈
の
水
溶
性
脂
肪
族
又
は
シ
ク
ロ
脂
肋
族
ア
ル
コ
ー
 
 

ル
の
酸
性
硫
酸
エ
ス
テ
ル
又
は
そ
の
水
溶
性
亜
よ
ト
∴
は
る
第
叫
浴
で
鹿
埋
し
、
次
に
多
償
金
屠
の
可
溶
性
抽
皿
の
節
二
浴
で
廃
理
す
る
。
 
 

又
は
、
こ
の
酸
性
硫
酸
ア
ル
コ
ー
ル
エ
ス
テ
ル
の
墟
と
可
溶
性
金
展
遵
と
の
散
乳
液
よ
り
な
る
叫
浴
で
魔
埋
し
て
も
可
。
例
へ
ば
セ
チ
 
 

ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
改
植
硫
酸
エ
ス
テ
ル
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
惑
の
浴
で
織
布
を
慶
珪
し
、
次
に
酷
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
浴
で
魔
球
す
る
。
 
 
 

弼
楷
許
六
方
二
て
九
五
六
（
N
s
c
訂
m
m
雫
酔
S
c
h
w
a
r
z
 
C
h
e
m
i
s
c
訂
F
a
b
ユ
k
D
望
a
u
）
 
 
叫
分
子
中
に
十
箇
以
上
の
炭
素
原
 
 

子
を
有
し
、
且
つ
叫
部
多
感
基
有
機
酸
で
エ
ス
テ
ル
化
さ
れ
て
ゐ
る
脂
肪
族
ア
ル
コ
ー
ル
と
こ
れ
と
不
溶
性
縛
を
つ
く
る
金
魔
捷
で
 
 

魔
球
す
る
に
あ
る
、
例
へ
ば
拇
布
又
は
繊
維
を
可
溶
性
の
ア
ル
ミ
1
〟
ウ
ム
、
亜
鉛
、
鉛
等
の
溶
液
で
魔
球
し
、
次
に
山
部
フ
グ
ル
酸
 
 

で
エ
ス
テ
ル
化
せ
る
セ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
で
魔
埋
し
不
浴
性
余
儀
摘
皿
を
こ
れ
等
に
沈
澱
せ
し
め
る
。
 
 
 

高
松
高
等
南
濃
学
校
紀
元
二
千
六
昔
年
記
念
論
文
集
 
 

三
八
二
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共
時
詐
五
〇
八
、
七
〇
〓
C
。
u
旨
u
E
s
ど
d
・
a
n
d
E
d
w
i
n
H
．
S
訂
r
p
訂
∽
）
 
小
量
例
へ
ば
〇
・
仙
〆
の
脂
肪
物
質
を
含
み
た
 
 

る
織
緋
素
繊
維
を
充
分
乾
燥
し
に
る
後
、
乾
燥
地
真
申
に
放
畳
し
、
し
か
る
後
こ
れ
に
不
溶
性
脂
肪
酸
金
属
拙
を
生
成
せ
し
む
る
に
 
 

凍
る
。
例
へ
ば
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
織
布
を
オ
レ
イ
ン
酸
曹
連
液
で
慶
理
し
た
る
後
六
〇
度
で
六
時
間
乾
燥
し
、
次
に
○
。
三
〆
盛
栄
を
 
 

含
む
大
栄
中
で
叫
時
間
六
〇
虔
で
保
ち
、
然
る
後
オ
レ
イ
ン
酸
曹
連
に
投
法
し
故
後
に
硬
水
（
水
仙
鵜
部
に
カ
ル
シ
ウ
ム
或
は
マ
グ
 
 

ネ
シ
ウ
ム
の
T
圭
一
部
を
含
む
も
の
）
で
魔
埋
す
る
。
 
 
 

蝮
又
は
峻
枝
物
質
 
ア
ル
、
三
り
Å
石
鹸
と
同
様
に
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
に
蝋
又
は
噂
枝
物
質
に
よ
る
防
水
淡
が
あ
．
る
。
塩
 
 

類
と
し
で
は
パ
ラ
フ
ィ
ン
、
蜜
蝋
、
太
膿
、
鯨
櫨
、
カ
ル
ナ
ウ
バ
蝋
及
び
ス
テ
ア
リ
ン
等
が
高
畠
。
之
等
は
軍
弼
に
用
ふ
る
こ
と
少
く
、
添
 
 

加
剤
と
し
て
カ
ゼ
イ
ン
共
他
釜
白
質
、
樹
脂
類
、
ラ
ノ
リ
ン
、
ワ
ゼ
リ
ン
及
び
中
牲
石
鹸
を
併
用
し
て
そ
の
効
果
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
 
 
 

こ
の
加
工
法
に
二
淡
あ
り
。
 
 
 

山
は
通
常
の
溶
剤
－
 
ベ
ン
ゼ
ン
、
ペ
ン
ゾ
ー
ル
、
ナ
リ
ク
ロ
ー
ル
エ
チ
レ
ン
、
四
墳
枕
果
索
等
2
－
に
溶
し
、
こ
れ
に
防
水
す
 
 

べ
き
織
布
を
浸
活
し
或
は
塗
布
し
に
る
後
溶
剤
を
捧
瘡
暮
し
め
て
蝋
質
を
総
和
に
残
す
方
淡
で
、
他
は
蝋
慣
類
を
摘
骨
佃
の
乳
化
剤
 
 

（
ア
ム
モ
ニ
ア
或
は
中
性
石
鹸
）
に
よ
り
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
と
な
し
、
之
に
織
布
を
浸
漬
、
絶
域
す
る
乳
化
洗
で
み
る
。
 
 
 

乳
化
洪
は
比
較
的
新
し
い
方
放
で
近
時
市
販
さ
れ
て
ゐ
る
家
庭
川
防
水
剤
に
は
こ
の
椀
の
も
の
少
く
な
い
。
ラ
マ
ジ
ッ
†
Ⅹ
コ
ン
 
 

ク
、
ネ
オ
ヂ
つ
†
S
甘
コ
ン
ク
、
サ
ガ
レ
ン
W
コ
ン
ク
等
こ
れ
で
、
使
用
に
貰
っ
て
は
水
又
は
濾
湯
に
溶
解
し
、
七
〇
Ⅰ
七
弄
度
で
 
 

試
料
を
浸
活
し
、
乾
燥
す
れ
ば
よ
し
。
 
 

人
造
繊
維
の
細
水
性
忙
就
い
て
 
 

三
入
三
 
 
 

く笥  
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三
八
凹
 
 
 

高
準
じ
岡
林
商
薬
草
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

元
来
蝋
質
は
疎
水
牲
物
質
で
極
性
に
乏
し
く
、
撥
水
性
は
大
な
る
も
繊
維
と
の
親
和
性
に
乏
し
く
、
そ
の
固
着
充
分
な
ら
ぎ
る
快
 
 

が
あ
る
。
こ
れ
に
鳩
首
の
乳
化
剤
を
川
ふ
る
と
き
は
傲
鰐
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
は
繊
維
内
の
間
隙
に
よ
く
浸
透
し
、
且
つ
極
仲
人
な
る
繊
 
 

抑
と
非
極
性
の
蝋
群
を
接
着
す
る
作
用
を
呈
し
よ
く
防
水
の
目
的
を
達
し
ぅ
る
。
英
特
許
二
穴
○
、
〇
六
万
は
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
ゲ
ラ
 
 

テ
ン
の
如
き
保
護
膠
質
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
魂
の
混
合
液
で
廃
理
し
て
安
定
な
陽
性
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
事
を
述
べ
て
ゐ
る
（
英
 
 

特
許
三
八
〇
、
〇
五
二
、
同
三
八
〇
、
〇
七
六
、
同
州
二
〟
、
五
劃
九
重
照
）
。
 
 
 

棚
般
に
凰
質
に
よ
る
も
の
は
水
棲
き
は
良
好
で
加
工
法
は
簡
革
で
あ
る
が
、
持
桁
性
に
乏
し
く
且
つ
外
界
の
欒
化
の
影
攣
赤
受
け
 
 

易
く
又
梢
粘
着
牲
の
あ
る
決
断
が
あ
る
。
 
 
 

日
本
特
許
一
劃
○
、
九
囲
二
（
伊
藤
東
音
）
 
パ
ラ
フ
ィ
ン
及
び
木
蝋
の
熔
融
液
に
ダ
ン
マ
ル
ゴ
ム
及
び
松
指
を
加
へ
、
之
を
二
〇
 
 

〇
－
三
〇
〇
庶
で
煮
沸
し
然
る
後
之
に
囲
摘
花
狭
索
を
注
入
し
て
よ
く
撹
拝
し
、
之
を
脱
脂
綿
で
濾
過
し
て
清
澄
な
る
液
と
な
し
、
 
 

冷
却
後
印
章
油
に
て
稀
鐸
す
る
。
 
 
 

米
媚
許
二
、
〇
八
右
ハ
、
七
九
二
（
C
O
n
S
t
a
n
t
i
n
れ
F
．
『
a
b
i
a
n
a
n
d
A
訂
a
n
d
0
0
r
芦
S
a
c
h
a
莞
n
）
 
ポ
油
、
セ
レ
シ
ン
蝋
及
び
 
 

パ
ラ
フ
ィ
ン
或
は
匝
－
状
脂
肪
酸
の
混
合
物
を
ガ
ソ
リ
ン
、
ク
ロ
、
フ
ォ
ル
ム
、
川
樽
化
果
稟
等
の
揮
尊
性
溶
剤
に
小
蚤
㍍
T
宍
毎
）
 
 

分
散
せ
し
め
る
液
で
鹿
埋
す
る
。
 
 
 

英
特
許
囲
九
人
、
七
七
一
（
I
n
s
t
i
t
已
e
O
『
P
a
p
e
r
C
訂
m
i
s
l
ぷ
）
 
水
に
不
溶
、
酸
で
沈
澱
す
る
蛋
白
で
蝋
質
微
粒
子
を
閲
ょ
 
 

し
め
そ
れ
の
織
緋
へ
の
結
着
性
を
よ
く
す
る
に
麗
る
。
謹
白
と
轍
質
と
の
割
合
は
山
封
囲
よ
り
少
か
ら
ぎ
る
事
肝
要
。
大
豆
カ
ゼ
ィ
 
 一軒   
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ン
溶
剤
（
苛
性
常
連
、
ア
ム
モ
エ
ア
、
果
敢
常
連
、
棚
砂
、
燐
酸
骨
法
等
）
、
乳
化
剤
（
オ
レ
イ
ン
酸
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
、
棟
酸
化
池
、
 

ロ
ー
ト
油
、
ナ
リ
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
或
は
ア
ラ
ビ
ヤ
ゴ
ム
等
）
及
び
動
、
穐
、
鯨
物
性
油
状
物
質
と
の
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
鹿
即
す
 
 

れ
ば
よ
し
。
勅
、
枇
、
鍛
物
性
油
状
物
質
と
し
て
は
常
温
で
液
状
を
な
す
も
の
或
は
融
鮎
一
七
〇
度
以
下
の
糊
鰐
（
例
へ
ば
パ
ラ
フ
ィ
 
 

ン
）
で
も
よ
し
。
こ
の
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
廃
埋
の
前
後
い
づ
れ
か
に
稀
酸
椀
物
質
－
明
洛
或
は
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ー
で
魔
球
す
る
と
 
 

寿
に
利
川
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
防
水
性
以
外
に
強
度
を
増
し
、
偶
感
を
よ
く
し
繹
性
に
富
 
 

効
果
が
あ
る
。
こ
の
方
淡
は
メ
リ
ヤ
ス
 
 

ま
し
む
る
と
云
ふ
。
 
 
 

膠
、
カ
ゼ
イ
ン
、
ゼ
ラ
チ
ン
等
は
添
加
剤
と
し
て
他
の
耐
水
剤
と
仲
川
し
て
そ
の
効
果
単
向
め
る
寮
は
故
 
 

膠
質
、
蛋
白
類
 
 

に
前
述
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
膠
類
は
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
或
は
ク
ロ
ム
酸
、
明
教
等
で
應
埋
し
て
水
溶
桝
性
と
し
、
蛋
白
質
類
は
蹄
常
 
の
溶
剤
 

に
と
か
し
織
布
に
加
エ
し
で
か
ら
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
或
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
油
皿
で
冊
化
せ
し
め
て
耐
水
性
を
附
血
ハ
す
る
。
こ
れ
等
 
 

の
物
質
は
…
単
猫
に
川
ひ
ら
れ
る
事
殆
ど
な
く
他
と
併
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
二
、
≡
の
例
を
あ
げ
ん
。
 
 
 

彿
特
許
七
九
八
、
仙
九
五
（
P
i
e
r
r
e
P
」
。
u
r
d
P
n
）
 
 
 

ゼ
ラ
チ
ン
二
部
、
フ
ォ
ル
モ
ー
ル
（
川
○
度
）
五
郎
、
水
仙
0
0
C
部
 
 

よ
↓
な
る
浴
で
腐
埋
し
、
一
八
〇
度
に
加
熱
し
て
か
ら
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
二
部
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
油
二
部
、
ト
リ
ク
ロ
ー
ル
エ
チ
レ
ン
劃
 
 

C
0
0
部
よ
h
∴
伎
る
浴
で
應
潔
し
、
最
後
に
あ
ら
ゆ
る
臭
気
の
な
く
な
る
迄
仙
八
〇
庇
で
加
熱
す
る
。
 
 
 

英
持
許
囲
九
〇
、
二
言
（
E
r
i
c
甲
H
i
g
g
i
n
s
）
 
ア
ル
ブ
ミ
ン
、
グ
・
ロ
ブ
リ
ン
と
高
級
脂
肪
酸
或
は
石
頗
の
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
 
 

繊
維
、
織
布
を
鹿
座
す
る
。
石
鹸
は
飽
和
高
教
脂
肪
酸
の
形
で
脂
肪
質
を
五
〇
％
以
上
含
有
し
、
そ
の
溶
液
は
冊
酸
凄
は
小
和
せ
ざ
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
忙
就
い
て
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．
－
 

三
八
六
 
 

〓
〓
〓
高
埜
偽
等
南
米
螢
校
轡
空
一
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

＼
－
、
．
1
．
1
」
小
一
「
一
一
／
 
 
 

．
．
－
 

1
 

り
 
る
ロ
ー
ト
油
を
加
へ
て
P
七
・
〇
－
七
主
に
す
る
を
望
よ
し
い
。
石
鹸
液
は
輩
氏
二
〇
〇
度
以
上
で
作
用
さ
す
。
例
へ
ば
ダ
イ
ス
コ
 
 

ー
ズ
練
物
を
ア
ル
プ
リ
ン
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
及
び
牛
脂
よ
り
え
に
る
石
鹸
の
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
虚
理
し
、
次
に
酪
酸
で
酸
性
に
し
ホ
鹸
 
 

を
脂
肪
酸
に
欒
へ
て
か
ら
蒸
索
に
あ
て
る
。
 
 
 

共
時
許
二
、
一
八
七
、
八
五
八
（
R
u
d
O
－
叫
K
e
r
n
）
 
膠
三
五
部
を
永
二
〇
〇
部
に
と
か
し
た
る
液
に
草
乾
性
脂
肪
酸
（
例
へ
ば
大
 
 

豆
脂
肪
酸
）
六
部
を
乳
化
し
、
之
に
苛
性
加
里
二
部
、
水
及
び
ア
ル
、
、
三
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
亜
鉛
、
鉛
又
は
銅
の
麟
酸
捜
二
 
 

〇
〇
部
を
含
む
液
と
パ
ラ
フ
ィ
ン
一
山
○
部
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
油
九
〇
、
モ
ン
ク
ン
岨
≡
○
部
を
加
へ
る
。
か
く
て
得
に
る
エ
マ
ル
ジ
 
 

ョ
ン
を
均
山
に
す
る
為
に
五
五
仁
七
〇
度
で
少
く
も
仙
九
〇
乗
越
の
も
と
に
廃
却
す
る
。
 
 

英
特
許
四
六
九
、
八
二
川
（
≦
c
t
O
h
 
C
h
e
m
i
c
a
i
宅
O
r
k
ユ
 
カ
ゼ
イ
ン
と
蟻
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
混
合
物
敬
水
と
加
熱
し
て
溶
 
 

解
し
た
る
溶
液
を
冷
却
し
て
ゲ
ル
と
す
る
か
或
は
蒸
牽
乾
附
し
て
浦
片
と
す
る
。
こ
の
叫
－
三
郎
水
溶
液
を
防
水
剤
と
し
て
利
川
す
 
 

る
○
 
 

共
時
許
掴
九
六
、
四
九
〇
（
E
旨
B
・
H
i
g
耶
i
n
s
）
 
 
カ
ゼ
イ
ン
の
如
き
両
牲
麗
白
と
亜
鉛
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
如
き
両
件
化
合
物
 
 

を
つ
′
、
る
余
儀
を
織
緋
又
は
織
布
に
作
川
せ
し
め
た
る
後
、
酸
牲
に
す
る
審
に
よ
つ
て
生
す
る
結
合
鰻
の
防
水
性
を
利
用
す
る
に
在
 
 

る
。
例
へ
ば
織
布
を
カ
ゼ
イ
ン
、
苛
性
常
連
及
び
ア
ル
ミ
酸
甜
連
を
含
む
水
溶
液
に
投
法
し
た
る
後
容
束
、
果
酸
ガ
ス
或
は
酢
酸
、
 
 
 

蟻
酸
を
ふ
く
む
蒸
気
に
あ
て
ゝ
酸
性
に
す
る
か
又
は
カ
ゼ
イ
ン
、
椰
砂
、
石
鹸
鵡
片
、
ア
ル
ミ
酸
轡
連
及
び
穆
酸
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
或
 
 

は
穆
酸
ビ
リ
ヂ
ン
を
含
む
水
溶
液
に
浸
潰
し
た
る
後
乾
燥
す
れ
ば
よ
し
。
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ゴ
ム
 
ゴ
ム
防
水
は
古
く
よ
り
知
ら
れ
研
く
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
生
ゴ
ム
を
通
常
な
溶
剤
に
と
か
し
、
之
を
織
布
に
…
単
に
塗
布
し
 
 

た
り
或
は
ゴ
ム
に
加
硫
剤
其
の
他
む
混
じ
に
る
も
の
を
織
布
に
塗
り
て
後
、
加
爆
の
も
と
に
加
熱
し
加
硫
し
た
り
し
て
使
川
し
て
ゐ
 
 

る
。
然
し
こ
れ
、
等
の
ゴ
ム
．
防
水
は
織
布
を
構
成
す
る
繊
維
の
み
で
な
く
紋
日
の
質
問
も
ゴ
ム
の
皮
膜
で
被
覆
す
る
故
防
水
件
に
は
F
－
l
 
 

分
な
き
も
不
通
気
性
で
あ
る
。
近
来
通
気
性
の
ゴ
ム
防
水
の
方
法
に
つ
き
色
々
研
究
あ
り
、
粘
許
の
数
も
少
く
な
い
が
充
分
で
な
い
。
 
 
 

英
相
計
囲
六
九
、
∬
七
五
（
S
e
r
i
H
。
－
d
i
n
g
S
。
C
・
a
n
芦
）
 
ゴ
ム
溶
液
或
は
ゴ
ム
分
散
液
に
供
試
料
を
浸
潰
し
、
乾
嫌
し
た
 
 

る
後
同
機
パ
ラ
フ
ィ
ン
異
化
水
素
の
ゴ
ム
溶
剤
に
と
か
し
に
る
液
に
滞
び
浸
潰
し
乾
燥
す
る
に
在
る
。
例
へ
ば
ゴ
ム
ラ
テ
・
ツ
ク
ス
で
 
 

鹿
座
し
、
絞
り
托
煉
し
た
る
後
パ
ラ
ブ
イ
ン
及
び
樹
脂
の
t
「
＝
リ
ク
ロ
ー
ル
エ
チ
レ
ン
溶
液
に
浸
潰
し
、
次
い
で
ロ
ー
ラ
ー
で
加
燃
乾
 
 

燥
す
る
。
こ
の
方
淡
に
よ
る
も
の
は
防
水
牲
と
同
時
に
耐
紋
付
を
増
す
も
通
気
性
に
難
が
あ
る
。
 
 

英
鞘
許
四
囲
八
、
七
岨
二
I
n
－
雫
n
a
－
i
O
邑
訂
－
e
舛
『
r
O
C
巾
牒
∽
L
－
d
・
）
 
ゴ
ム
、
固
状
疏
水
牲
有
機
物
質
等
の
水
分
散
液
で
織
 
 

布
を
鹿
排
す
る
に
在
る
、
分
散
液
の
濃
度
は
二
〇
％
以
下
に
す
る
。
例
へ
ば
ゴ
ム
ラ
テ
ッ
ク
ス
と
カ
ル
ナ
ウ
バ
轍
の
同
塵
よ
ト
∴
は
る
 
 

叫
○
％
水
分
散
液
に
試
料
を
技
法
し
、
充
分
洗
源
の
後
摘
花
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
液
を
適
し
て
分
散
液
を
顔
面
し
、
次
に
過
剰
の
壇
化
ア
 
 

ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
除
き
洗
源
乾
燥
す
る
。
 
 
 

（
話
五
）
 
 

。
－
へ
は
紡
糸
液
に
ラ
テ
ッ
ク
ス
を
添
加
し
、
こ
れ
を
紡
糸
し
て
得
た
る
糸
を
加
硫
し
で
防
水
性
の
人
造
絹
糸
争
乱
て
ゐ
る
。
即
 
 

ち
ゴ
ム
ラ
テ
ッ
ク
ス
（
保
護
膠
欝
と
し
で
カ
ゼ
イ
ン
、
ロ
シ
ヤ
膠
を
仲
川
す
る
）
を
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
液
（
繊
維
素
七
克
〆
、
苛
牲
常
 
 

連
六
克
空
に
添
加
し
て
紡
糸
す
る
。
ラ
テ
ッ
ク
ス
の
畳
は
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
の
二
－
囲
〆
豊
艶
を
よ
し
と
す
。
か
く
で
得
に
る
糸
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
忙
就
て
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を
川
抽
化
淡
素
或
は
類
似
の
溶
剤
に
と
か
し
た
る
二
－
草
％
煙
化
硫
黄
で
應
甥
し
て
加
硫
す
る
に
在
る
。
 
 
 

英
昭
詐
囲
七
雪
七
≡
七
（
G
－
a
d
s
t
。
n
e
薫
司
。
岩
P
－
【
a
n
d
－
m
℃
e
r
i
a
－
C
h
e
m
i
c
a
〓
n
d
邑
r
i
e
ど
d
・
）
 
ゴ
ム
ラ
テ
ッ
ク
ス
 
 

と
祉
服
曹
連
の
混
合
物
で
魔
球
し
、
乾
燥
し
た
る
後
衆
酸
ガ
ス
或
は
壇
化
水
素
た
あ
て
ゝ
碇
酸
塘
を
不
溶
件
に
す
る
に
祈
る
。
 
 
 

繊
維
素
エ
ス
テ
ル
及
び
繊
椎
索
工
エ
ア
ル
 
茂
雛
素
の
吸
淑
件
の
第
…
原
因
に
る
水
酸
基
を
疏
水
件
の
大
な
る
他
の
基
に
て
猥
 
 

換
し
て
待
た
る
繊
維
素
エ
ス
テ
ル
或
は
繊
維
素
エ
ー
テ
ル
の
皮
脱
を
繊
維
表
面
に
作
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
主
と
し
て
利
用
さ
 
 

れ
る
も
の
は
繊
緋
素
エ
チ
ル
ヱ
ー
ル
、
ベ
ン
ヂ
ル
織
肺
葉
等
で
あ
る
が
ベ
ン
デ
ル
繊
維
素
は
そ
の
性
状
よ
り
見
て
最
も
よ
い
が
。
然
 
 

（
藷
六
〕
 
 

し
高
僧
で
あ
る
。
諭
緋
素
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
は
仕
上
剤
と
し
て
蔵
も
普
通
利
周
さ
れ
C
e
－
－
○
叫
a
s
A
『
J
S
y
】
畠
n
。
S
0
0
■
T
甘
s
e
品
の
 
 

名
で
市
販
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
も
の
は
エ
チ
ル
仕
度
低
く
訂
T
・
二
〆
の
苛
性
常
連
液
に
可
溶
で
使
川
に
あ
つ
で
ほ
そ
の
ア
ル
 
 

カ
リ
溶
液
に
般
布
を
浸
漬
し
、
酸
又
は
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
液
で
塵
埋
し
て
繊
緋
素
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
を
沈
澱
さ
す
。
叉
組
維
衰
デ
 
 

カ
ル
ポ
ン
酸
エ
ス
テ
ル
の
水
嘩
挽
を
用
ふ
る
も
の
も
あ
る
（
米
特
許
二
、
仙
〇
八
、
西
友
五
〇
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
フ
ク
ル
酸
繊
維
素
、
銃
 
 

刑
酸
繊
緋
緋
素
或
は
酷
敢
フ
ク
ル
恨
械
緋
素
等
の
ア
ム
モ
ニ
ウ
Å
、
ナ
ー
リ
ウ
ム
或
は
カ
リ
ウ
今
粟
の
水
溶
液
に
拇
布
を
浸
漬
し
、
 
 

こ
れ
に
山
0
〆
相
性
（
燐
酸
、
璃
酸
、
硫
酸
或
ほ
燐
酸
も
川
ひ
ら
れ
る
）
で
繊
緋
素
エ
ス
テ
ル
を
滞
生
せ
し
む
る
に
布
る
。
こ
の
際
ヂ
 
 

エ
チ
レ
ン
ク
リ
コ
ー
ル
、
－
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
等
の
水
溶
性
塘
を
桑
廠
剤
と
し
て
添
加
し
て
も
可
。
 
 
 

合
成
樹
脂
 
械
郷
間
隙
を
よ
く
充
嘱
す
る
焉
に
は
表
面
張
力
の
小
な
る
月
つ
吸
着
怜
に
富
む
も
の
が
よ
く
そ
の
馬
に
は
分
子
最
 
 

の
比
較
的
小
な
る
も
の
が
適
す
。
然
し
分
子
最
小
な
る
も
の
は
往
々
揮
苓
什
、
界
率
件
を
件
ふ
枚
に
間
隙
充
境
川
と
し
て
ほ
不
滴
常
で
 
 
 

需
聡
高
等
商
葉
撃
校
紀
元
二
千
六
青
年
記
念
論
文
鼻
 
 

三
八
八
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あ
る
。
例
へ
ば
ポ
抽
の
如
き
は
人
造
繊
維
字
」
れ
で
塵
埋
す
る
と
き
著
し
く
そ
の
混
潤
強
度
を
高
あ
る
と
云
ふ
も
そ
の
抑
空
件
に
難
 
 

が
あ
る
。
叉
分
意
彗
か
大
き
過
ぎ
る
と
き
は
繊
維
間
隙
に
浸
入
し
が
仁
い
。
故
に
介
意
乳
の
比
較
的
小
な
る
状
態
で
繊
維
冊
隙
に
浸
 
 

入
し
、
こ
ゝ
で
分
子
量
の
大
な
る
物
質
に
攣
る
も
の
が
あ
れ
ば
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
合
成
樹
脂
及
び
其
郡
似
物
㌍
が
耐
水
廃
班
 
 

に
適
す
る
所
以
は
か
～
る
牲
状
を
具
備
す
る
馬
で
あ
る
い
し
か
も
合
成
樹
脂
豆
は
カ
ー
ボ
ニ
ル
彗
イ
ミ
ノ
基
等
の
極
作
図
を
有
 
 

し
、
繊
維
素
繊
維
の
極
性
と
強
く
結
合
し
得
る
利
が
あ
る
。
 
 

（
謹
七
）
 
 
 

元
来
合
成
樹
脂
は
人
造
繊
緋
に
耐
奴
性
を
附
興
す
る
焉
に
語
展
し
た
も
の
で
可
な
り
苫
く
か
ら
報
暑
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
加
工
上
 
 

質
際
的
に
は
ー
一
夕
ル
・
ブ
ロ
・
1
∴
ト
ハ
ー
ス
ー
・
リ
ー
合
祀
の
英
特
許
二
九
山
、
四
七
二
兎
び
同
二
九
て
川
七
川
が
そ
の
先
駆
を
な
 
 

し
で
ゐ
る
0
そ
の
後
こ
れ
に
紬
す
る
特
許
は
相
つ
い
で
報
ぜ
ら
れ
今
日
で
は
殆
ど
枚
撃
に
暇
な
き
状
態
で
、
繊
維
の
耐
嫉
牲
は
勿
論
 
 

耐
水
性
、
掩
裾
の
永
久
化
並
に
艶
滑
等
の
方
面
に
も
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
初
め
利
川
さ
れ
し
合
成
樹
胴
は
ポ
旋
酸
フ
ォ
ル
マ
 
 

リ
ン
梯
膳
で
あ
る
が
こ
れ
は
億
脂
百
般
轟
色
性
あ
h
、
縮
合
に
高
温
を
必
要
と
し
、
染
色
の
攣
枕
を
き
た
し
易
く
且
繊
維
の
瞳
化
を
 
 

お
こ
す
紋
鮎
あ
る
敵
視
今
は
主
と
し
て
尿
素
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
系
の
樹
脂
が
川
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
尿
素
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
樹
脂
を
つ
く
る
 
 

に
は
繭
者
の
混
合
液
を
八
〇
度
附
近
に
加
熱
し
て
初
期
縮
合
物
を
つ
く
り
之
を
通
常
に
稀
繹
し
た
る
も
の
に
縮
合
剤
と
し
て
有
機
恨
 
 

を
添
加
し
こ
れ
に
蛇
燥
し
た
供
試
料
を
浸
活
す
る
。
然
る
時
は
水
溶
液
の
状
態
で
初
期
縮
合
照
は
絨
緋
間
隙
に
浸
入
す
ろ
。
之
を
七
 
 

C
－
八
〇
鹿
で
中
間
乾
燥
を
し
た
る
後
叫
七
〇
度
内
外
の
高
淵
で
二
分
聞
ば
か
り
加
熱
し
て
裾
合
を
起
さ
し
め
、
不
溶
軌
合
成
櫨
脂
 
 

に
攣
ぜ
し
む
る
に
在
る
。
或
は
紡
糸
液
に
こ
の
勅
期
合
縮
物
を
添
加
し
て
紡
糸
す
る
淡
も
あ
る
。
苗
朕
の
防
勧
、
防
水
剤
と
し
て
の
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
に
就
い
て
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高
聡
高
等
所
業
畢
校
紀
元
二
千
六
官
牢
記
念
論
文
集
 
 

三
九
〇
 
 

合
成
樹
脂
は
前
述
の
水
溶
性
初
期
縮
合
物
で
利
川
に
あ
た
つ
て
は
こ
れ
む
溝
常
に
舘
麺
し
た
る
も
の
に
織
布
を
浸
活
し
、
加
熱
す
れ
 
 

ば
よ
い
。
 
 
 

合
成
樹
脂
に
よ
る
方
法
の
挟
鮎
は
加
工
費
の
高
僧
の
外
に
高
浬
魔
球
に
よ
る
作
柴
の
困
難
と
染
色
物
の
欒
化
、
加
工
後
繊
維
の
脆
 
 

化
を
お
こ
し
素
地
を
粗
剛
尤
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。
近
来
水
硫
化
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
、
硫
化
ア
ン
モ
ラ
ウ
ム
等
の
硝
葦
化
合
物
を
添
加
 
 

す
る
こ
と
に
よ
h
二
〇
〇
1
山
二
〇
魔
の
比
較
的
低
通
で
縮
合
を
お
こ
し
、
月
つ
加
工
品
の
手
燭
り
柔
赦
で
素
地
の
碓
化
を
防
ぐ
を
 
 

得
る
と
い
ふ
。
例
へ
ば
ホ
ル
マ
リ
ン
（
三
〇
空
九
〇
〇
部
に
尿
素
ニ
5
0
部
、
硫
育
些
ノ
ン
モ
ニ
ウ
ム
の
一
二
〇
％
液
嘉
○
部
、
水
 
 

九
〇
〇
部
よ
り
な
る
液
に
素
地
を
浸
潰
し
、
絞
り
た
る
後
約
三
〇
密
で
加
熱
す
る
。
又
へ
パ
ー
テ
ィ
ン
赦
の
猶
逸
特
許
六
二
五
、
 
 

空
九
に
よ
れ
ば
尿
素
に
多
慣
金
厳
禁
酪
酸
7
．
ル
、
三
ウ
ム
）
を
混
じ
こ
れ
で
織
布
を
浸
活
し
、
次
に
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
塵
埋
を
施
し
 
 

（
註
八
）
 
 

た
る
後
乾
燥
す
れ
ば
柔
軟
件
の
あ
る
防
鮫
が
加
工
可
能
だ
と
報
じ
て
ゐ
る
。
叉
繊
維
の
脱
化
は
樹
脂
魔
球
後
に
マ
ー
セ
ル
化
鹿
埋
を
 
 

行
ふ
蕃
に
よ
り
防
ぐ
事
が
出
来
る
と
い
ふ
。
 
 
 

尿
素
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
樹
脂
加
工
に
関
す
る
敢
近
の
特
許
の
仙
例
を
螢
げ
て
見
る
。
 
 

英
特
許
四
年
て
八
九
二
（
恵
軒
已
y
夢
－
i
｝
喜
i
）
 
尻
彗
妄
○
瓦
、
中
性
西
○
〆
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
八
露
○
瓦
、
水
雲
弄
0
0
∽
、
 
 

氷
附
酸
七
尤
瓦
の
混
合
液
に
浸
活
し
、
紋
液
し
低
通
で
乾
燥
し
に
る
後
高
雄
釜
で
叫
○
嘉
歴
の
も
と
で
叫
0
0
⊥
二
り
度
、
〓
耳
分
 
 

間
加
熱
し
遂
に
仙
囲
東
邦
に
至
ら
し
む
。
然
る
と
き
は
人
造
絹
糸
は
手
綱
り
柔
軟
に
し
T
洗
瀬
に
た
へ
耐
飯
性
も
檜
大
す
と
云
ふ
。
 
 

葦
際
上
合
成
槍
胎
庚
埋
は
相
常
の
耐
水
性
を
典
え
る
が
未
だ
充
分
と
は
い
へ
な
い
。
こ
れ
は
繊
維
間
隙
が
樹
脂
の
み
に
よ
り
充
塀
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さ
れ
す
同
時
に
多
小
卜
∵
り
と
も
水
分
が
棍
赤
し
こ
れ
が
勲
碗
埋
に
気
化
し
て
貧
隙
ぉ
の
こ
し
、
叉
樹
脂
自
身
が
水
へ
の
親
和
牲
の
棚
 
 

常
弧
き
薔
等
に
辟
関
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
 
 
 

敢
近
尿
素
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
樹
脂
以
外
に
郁
々
の
憩
合
物
或
は
高
級
化
合
物
を
間
隙
充
塀
、
表
面
被
哲
に
よ
る
耐
水
魔
球
に
利
川
す
 
 

る
も
の
多
数
報
ぜ
ら
れ
で
ゐ
る
。
そ
の
中
壌
近
の
も
の
で
興
味
あ
る
も
の
を
述
べ
で
見
や
う
。
 
 
 

少
く
も
～
偶
の
反
臆
す
る
水
素
原
子
を
含
む
芳
苓
族
化
合
物
 
 

彿
特
許
初
雪
七
三
八
（
i
・
G
・
F
a
r
b
昌
i
n
d
u
s
t
r
i
e
A
・
G
・
）
 
 

と
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
と
の
縮
合
物
を
保
護
膠
欝
と
し
て
利
川
す
る
に
凍
る
。
か
～
る
芳
香
族
化
合
物
と
し
で
は
石
果
敢
、
ク
レ
 
 

ゾ
ー
ル
、
ナ
フ
ト
ー
ル
、
ヂ
ハ
イ
ド
ロ
オ
キ
シ
フ
ェ
一
；
メ
タ
シ
、
ア
ニ
リ
ン
、
ヂ
フ
ご
ル
ア
ミ
ン
、
フ
ユ
ニ
レ
ン
ヂ
ア
ミ
ン
、
ベ
 
 

ン
ヂ
ン
、
ベ
ン
ヂ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
サ
リ
チ
ル
酸
、
石
袋
酸
と
ア
セ
チ
レ
ン
の
縮
合
物
及
び
石
茨
酸
ア
ル
デ
ヒ
ド
樹
脂
等
あ
げ
ら
れ
 
 

で
ゐ
る
。
 
 
 

俳
粕
許
七
九
叫
、
望
云
（
S
－
u
d
i
e
n
g
e
s
e
ロ
s
c
h
a
許
叫
詳
『
a
s
e
r
責
e
d
F
n
g
m
i
－
謬
s
c
h
註
n
k
－
雫
H
a
ぎ
n
g
）
 
高
級
脂
肪
酸
 
 

の
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
塵
印
す
る
に
在
る
。
乳
化
剤
と
し
て
石
鹸
を
用
ふ
。
浸
活
し
た
供
試
晶
を
七
〇
－
八
〇
度
で
短
時
間
加
熱
し
た
る
 
 

後
よ
く
洗
推
し
て
石
鹸
夷
を
去
る
。
 
 
 

英
昭
許
囲
瓦
八
、
八
〇
五
、
猫
特
許
六
三
六
三
重
ハ
、
米
特
許
二
、
〇
九
二
、
七
〇
二
（
S
l
u
d
I
e
n
・
－
詳
詳
雲
e
r
e
d
－
u
n
g
m
・
b
・
 
 

声
）
 
高
級
脂
肪
酸
無
水
物
1
例
へ
ば
ス
テ
ア
リ
ン
酸
無
水
物
－
を
石
鹸
液
に
分
散
し
て
え
た
水
分
散
液
で
魔
球
し
、
乾
燥
の
後
七
 
 

〇
1
八
〇
墟
で
仙
五
分
－
∴
時
間
加
熱
す
る
。
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
に
就
い
て
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米
特
許
二
、
三
〇
、
嘉
○
（
A
訂
a
n
d
e
r
N
a
－
h
a
琶
F
n
）
 
高
級
階
肋
酸
無
水
物
（
例
へ
ば
ス
テ
ア
リ
ン
酸
細
水
物
）
或
は
ア
 
 

シ
ル
ハ
ラ
イ
ド
（
例
へ
ば
 
ス
テ
∴
ノ
リ
ン
酸
ク
ロ
ラ
イ
ド
）
で
ア
ル
カ
リ
の
不
存
在
の
も
と
で
遮
理
す
る
に
春
る
。
浸
潰
し
た
後
陀
燥
 
 

し
こ
宕
†
l
∵
U
O
度
で
数
時
間
加
熱
す
る
。
こ
の
方
淡
に
よ
る
も
の
は
柔
軟
性
、
染
色
性
並
に
多
孔
性
を
そ
こ
な
は
や
撥
水
性
を
由
 
 

す
と
云
ふ
。
 
 

彿
晒
許
七
七
囲
、
〇
八
〇
、
英
相
計
囲
三
九
、
二
九
囲
（
Ⅰ
一
戸
）
 
高
級
脂
肪
放
カ
ル
ポ
ン
酸
故
は
多
憫
ア
ル
コ
ー
ル
よ
り
誘
導
 
 

さ
れ
る
ア
ル
タ
ヒ
ド
の
中
怜
、
酸
牲
或
は
ア
ル
カ
リ
性
溶
液
で
慶
埋
し
後
加
熱
す
る
。
こ
れ
等
の
化
合
物
と
し
て
は
グ
リ
オ
キ
ザ
ー
 
 

ル
、
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
ア
ル
ヂ
ヒ
ド
、
グ
リ
コ
ー
ル
ア
ル
ヂ
ヒ
ド
或
は
サ
リ
テ
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
等
が
撃
げ
ら
れ
で
ゐ
る
。
 
 

英
相
計
川
七
七
、
〇
二
九
（
勺
腎
b
e
r
e
i
ふ
．
G
・
）
 
脂
肪
族
或
は
ナ
プ
チ
ン
族
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
題
埋
し
、
短
時
制
山
0
0
度
以
上
 
 

で
加
熱
す
る
に
在
る
。
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
そ
の
弔
す
る
ア
ル
キ
ル
基
或
は
ナ
フ
テ
ン
基
は
少
く
も
十
偶
の
家
蚕
原
子
を
有
す
る
軍
ア
 
 

ル
キ
ル
基
は
〇
一
S
い
C
0
0
〉
O
C
O
J
N
R
〉
2
R
C
O
）
C
O
N
R
一
S
O
旭
）
2
R
S
0
1
J
或
は
S
O
旭
N
R
（
R
は
水
素
或
は
炭
化
水
素
基
）
を
 
 

含
む
も
よ
し
。
こ
の
方
淡
は
棉
、
肺
斯
、
人
造
絹
糸
及
び
羊
毛
に
も
利
川
可
能
で
ぁ
る
。
例
へ
ば
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
法
人
絹
を
ス
テ
ア
 
 

リ
ン
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
鷹
理
し
仙
五
〇
度
に
加
熱
し
、
酸
化
銅
ア
ム
モ
モ
ア
法
人
絹
を
モ
ン
ク
ン
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
魔
球
し
血
六
〇
優
に
 
 

加
熱
す
る
。
文
相
酸
繊
維
素
紡
糸
液
に
パ
ル
ミ
チ
ン
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
添
加
し
て
紡
糸
し
、
仙
川
○
度
に
加
熱
し
て
も
よ
し
。
 
 
 

其
拍
許
川
パ
○
、
六
〇
二
（
H
．
G
．
）
 
棉
．
亜
麻
、
串
毛
並
に
人
造
他
郷
を
ア
ル
コ
ー
ル
（
囲
憫
以
上
の
炭
素
原
子
よ
ト
ノ
な
る
）
の
 
 

ク
P
－
ル
カ
ル
ポ
ン
酸
エ
ス
テ
ル
の
水
、
囚
壇
化
袈
素
、
ベ
ン
ヂ
ン
、
ベ
ン
ゾ
L
ル
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
ナ
フ
ク
レ
ン
等
の
溶
液
或
は
 
 
 

高
松
高
等
闇
米
襲
校
紀
元
〓
千
六
百
年
記
念
論
文
簸
 
 

ニ
ー
九
〓
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分
散
液
で
鹿
捜
す
る
に
凍
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
と
し
て
は
ブ
チ
ル
、
て
、
・
ル
、
ヘ
キ
シ
ル
、
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
、
ベ
ン
ヂ
ル
、
オ
ク
 
 

チ
ル
、
ド
デ
シ
ル
、
ミ
リ
ス
チ
ル
、
セ
チ
ル
、
オ
ク
 

ハ
ロ
ゲ
ン
、
水
酸
基
、
エ
ー
テ
ル
、
エ
ス
テ
ル
或
は
ニ
ト
ロ
基
を
含
有
し
て
も
よ
し
。
 
 

俳
特
許
七
六
七
、
仙
川
七
（
H
．
G
．
）
 
ア
ル
ヂ
ビ
ド
と
ポ
リ
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
縮
合
物
を
使
用
す
る
淡
で
あ
る
。
ア
ル
デ
ヒ
下
と
 
 

し
て
は
パ
ラ
フ
ォ
ル
Å
7
．
ル
ヂ
ヒ
ド
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
グ
リ
オ
キ
ザ
ー
ル
等
を
ポ
リ
プ
ル
コ
ー
ル
と
し
て
は
ポ
リ
ダ
イ
エ
ル
 
 

ア
ル
コ
ー
ル
、
ポ
リ
グ
リ
セ
リ
ン
及
び
そ
の
エ
ス
テ
ル
、
又
は
エ
ー
テ
ル
等
を
あ
げ
で
ゐ
る
、
舘
合
剤
と
し
で
は
燕
酸
、
埴
化
ア
ン
 
 

モ
二
∵
り
ム
、
冊
酸
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
等
を
使
川
す
る
。
 
 
 

円
特
許
公
営
六
七
囲
、
昭
和
十
五
年
（
イ
ー
・
ゲ
ー
）
 
少
く
も
掴
偶
の
炭
素
原
子
を
有
す
る
脂
肪
族
或
は
シ
ク
ロ
脂
肪
族
残
基
 
 

を
少
く
も
仙
仰
を
含
み
且
つ
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
反
應
し
う
べ
き
化
合
物
を
繊
維
申
に
温
和
し
、
或
は
繊
維
上
に
附
着
せ
し
め
、
繊
維
を
 
 

同
時
に
或
は
後
で
最
高
五
郎
浪
庇
に
あ
る
脂
肪
族
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
魔
球
す
る
に
在
る
。
 
 

英
昭
許
四
川
六
、
九
七
六
（
Ⅰ
・
P
）
 
 
ア
ミ
ノ
及
び
ィ
ミ
ノ
化
合
物
に
∵
よ
る
方
法
で
あ
る
。
即
ち
イ
ミ
ド
ニ
ス
チ
ル
、
チ
オ
イ
ミ
 
 

ド
エ
ス
テ
ル
或
は
ァ
ミ
ヂ
ン
撼
の
水
溶
液
女
は
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
廃
埋
す
る
に
あ
る
。
こ
れ
等
の
化
合
物
は
少
く
も
六
偶
の
茨
素
を
 
 

も
づ
酸
基
を
少
く
も
叫
つ
有
し
且
√
ノ
少
く
も
六
偶
の
狭
素
を
も
つ
ア
ル
キ
ル
基
を
含
む
を
要
す
。
例
へ
ば
ス
テ
7
．
リ
イ
主
ド
エ
チ
ル
 
 

エ
ー
テ
ル
∴
ィ
ド
ロ
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
ス
テ
ア
リ
ア
ミ
ヂ
ン
∴
イ
ド
ロ
ク
ロ
ラ
イ
ド
等
。
例
へ
ば
こ
れ
等
の
化
合
物
を
ベ
ン
ゼ
ン
と
 
 

エ
チ
ル
…
ノ
ル
コ
ー
ル
に
溶
し
た
液
で
毛
絹
物
を
常
温
で
授
潰
し
、
疲
燥
す
れ
ば
耐
久
件
柔
軟
性
と
な
る
。
耐
城
性
を
附
則
せ
ん
が
焉
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
に
就
い
て
 
 

三
九
三
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



に
は
か
ゝ
る
磨
埋
と
共
に
プ
オ
ル
マ
リ
ン
を
約
仙
0
0
度
で
作
川
せ
し
む
る
と
よ
し
。
 
 
 

日
昭
許
公
告
五
、
九
九
六
、
昭
和
十
川
年
（
小
西
行
雄
）
 
エ
チ
レ
ン
ヂ
ア
ミ
ン
の
如
き
脂
肪
族
ア
ミ
ン
の
存
布
で
チ
オ
尿
素
と
 
 

フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
の
初
期
縮
合
物
の
水
溶
液
に
撼
酸
、
流
出
酸
、
ク
ロ
ロ
酷
酸
、
錦
酸
、
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
感
の
如
き
精
強
き
 
 

酸
性
物
質
の
少
畳
を
添
加
し
、
之
に
該
縮
合
物
が
更
に
縮
合
し
で
水
に
不
溶
性
に
な
り
た
る
場
合
の
溶
剤
に
し
て
水
に
混
和
し
得
る
 
 

物
質
を
其
れ
が
水
の
共
存
に
於
丁
侍
溶
剤
た
る
作
用
を
保
有
す
る
量
だ
け
添
加
し
た
液
で
人
造
繊
維
、
翻
條
及
紐
布
を
浸
癒
し
、
充
 
 

分
絞
り
た
る
後
仙
0
0
－
仙
四
〇
度
で
加
熱
す
る
。
 
 
 

英
昭
許
側
八
六
、
〇
二
六
（
Ⅰ
・
声
）
 
少
く
も
八
街
の
淡
素
原
子
を
有
す
る
カ
ル
ポ
ン
酸
ア
ミ
ド
（
少
く
も
仙
筒
の
置
換
し
う
る
 
 

水
素
が
窒
素
に
結
合
し
て
ゐ
る
）
と
重
合
ラ
オ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
の
混
合
物
を
筋
隻
手
ミ
ン
（
ビ
リ
ヂ
ン
）
の
布
赤
の
も
と
で
加
熱
 
 

し
、
こ
れ
に
無
水
鱒
硫
酸
脅
通
じ
て
え
た
る
折
合
物
の
溶
液
或
は
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
を
畑
ふ
る
に
あ
る
。
即
ち
之
に
棉
花
、
羊
毛
、
人
 
 

絹
、
カ
ゼ
イ
ン
繊
絆
、
糸
並
に
そ
れ
等
の
織
布
を
疫
活
し
、
七
〇
度
以
下
で
乾
煉
し
た
る
後
七
〇
度
以
上
で
加
熱
す
る
。
同
時
に
他
 
 

の
撥
水
他
物
質
（
例
へ
ば
。
ハ
ラ
フ
ィ
ン
、
セ
レ
シ
ン
、
膜
癖
ア
ル
、
、
‥
〓
リ
ム
尊
J
を
用
ふ
れ
ば
効
兼
が
あ
る
q
 
 

英
特
許
璧
ハ
三
、
＝
5
0
（
H
・
G
・
）
 
前
特
許
と
類
似
の
も
の
で
少
く
も
十
六
簡
の
果
素
原
子
を
含
む
ア
ル
キ
ル
基
を
も
つ
脂
肪
 
 

放
モ
ノ
カ
ル
ポ
ン
酸
ア
ミ
ド
或
は
尿
素
誘
導
應
で
虚
報
し
た
る
後
、
脂
肪
族
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
作
川
し
て
繊
維
の
表
面
及
び
内
部
に
そ
 
 

の
縮
合
物
を
生
成
せ
し
む
る
に
在
る
。
或
は
両
者
仇
縮
合
物
を
作
り
、
之
に
試
料
を
浸
潰
し
て
も
又
は
人
造
織
抑
に
春
り
で
は
そ
の
 
 

紡
糸
液
に
之
等
縮
合
物
を
添
加
し
紡
糸
し
て
も
よ
し
。
本
特
許
の
追
加
た
る
同
祀
の
英
特
許
囲
八
華
五
九
三
は
動
物
性
繊
維
並
に
 
 
 

高
堅
向
等
商
業
撃
校
紀
元
二
千
六
百
牢
記
念
論
文
集
 
 

t
ニ
九
川
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蛋
白
繊
緋
の
耐
水
性
附
踵
ハ
を
の
べ
で
ゐ
る
。
 
 
 

英
特
許
掴
六
七
二
六
六
（
Ⅰ
．
G
．
）
 
棉
花
．
人
絹
等
の
如
き
繊
維
衰
よ
ト
エ
は
る
繊
緋
に
防
水
性
を
附
典
す
る
方
淡
で
あ
る
。
即
 
 

ち
伏
試
品
を
少
く
も
囲
箇
の
果
素
庶
子
を
含
む
脂
肪
族
或
は
シ
ク
ロ
脂
肪
族
基
を
少
く
も
仙
術
を
も
つ
ア
ミ
ン
の
水
溶
性
蛎
と
、
茨
 
 

素
原
子
十
箇
以
下
よ
り
な
h
ア
ミ
ノ
基
或
は
イ
ミ
ノ
基
或
は
N
原
子
を
二
間
或
は
そ
れ
以
上
を
含
む
化
合
物
に
作
川
さ
し
た
る
後
 
 
 

（
或
は
同
時
に
）
こ
れ
を
ア
ル
デ
ヒ
ド
腐
坤
を
行
ひ
、
撥
水
性
物
質
を
繊
維
表
面
亜
に
そ
の
内
部
に
生
成
せ
し
む
る
に
春
る
。
ア
ミ
ン
 
 
 

墟
と
し
て
は
ス
テ
ア
リ
ル
ア
ミ
ン
、
オ
ク
チ
ル
ア
ミ
ン
、
ド
デ
シ
ル
ア
ミ
ン
、
セ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
オ
レ
イ
ル
ア
ミ
ン
、
リ
シ
ノ
ー
ル
 
 
 

ア
ミ
ン
、
壇
皿
化
セ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
エ
チ
レ
ン
・
ヂ
ア
ミ
ノ
ス
テ
ア
リ
ン
酸
、
エ
チ
レ
ン
ヂ
ア
ミ
ノ
モ
ノ
ス
テ
ア
リ
ン
酸
ア
、
「
、
ド
等
を
、
 
 

こ
れ
に
添
加
す
る
化
合
物
と
し
て
は
エ
チ
レ
ン
ヂ
ア
ミ
ン
、
メ
ラ
ニ
ン
、
、
ア
ン
メ
リ
ン
、
ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
テ
ト
ラ
ア
ミ
ン
 
（
ウ
ロ
 
 
 

ト
ピ
ン
）
、
尿
素
、
チ
オ
尿
素
、
グ
ア
ニ
デ
ン
、
グ
ア
一
－
ル
ウ
レ
ア
、
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
、
ヂ
シ
ャ
ン
ヂ
ア
ミ
ン
、
フ
ユ
ニ
レ
ン
ヂ
ア
ミ
ン
 
 
 

等
を
奉
げ
て
あ
る
。
 
 

英
特
許
四
六
二
、
六
七
〇
、
彿
特
許
八
〇
六
、
九
囲
週
（
H
．
P
）
 
綿
花
、
人
絹
、
羊
毛
等
を
R
・
〇
・
C
①
・
〇
R
、
或
は
R
、
・
〇
・
C
〇
・
 
 

N
（
R
）
R
モ
な
る
一
般
式
を
も
つ
化
合
物
の
溶
液
或
は
分
散
液
に
浸
漬
し
、
後
＃
○
－
〟
0
0
度
で
加
熱
す
る
に
壷
る
。
上
記
の
式
中
 
 

R
。
Ⅳ
は
何
れ
も
有
墳
化
合
物
基
（
但
し
少
く
も
其
の
〟
つ
は
少
く
も
五
箇
の
炭
素
原
子
よ
り
な
る
脂
肪
族
基
た
れ
）
ヶ
R
は
水
素
或
 
 

は
有
機
化
合
物
基
を
表
は
す
、
通
常
の
化
合
物
と
し
で
は
へ
キ
シ
ル
エ
チ
ル
、
ヂ
オ
ク
ク
ヂ
シ
ル
、
オ
ク
タ
ブ
シ
ル
エ
チ
ル
、
ド
デ
 
 
 

シ
ル
、
セ
チ
ル
、
オ
レ
イ
ル
、
オ
ク
ト
デ
カ
ン
ヂ
オ
ー
ル
果
酸
遭
及
び
オ
ク
ク
デ
シ
ル
エ
チ
ル
、
オ
ク
ク
ヂ
シ
ル
、
ヂ
オ
ク
ク
デ
シ
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
に
就
い
て
 
 

ニ
ー
九
五
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ル
、
オ
ク
タ
ヂ
シ
ル
ハ
イ
ヾ
・
ロ
キ
シ
エ
チ
ル
ウ
レ
タ
ン
等
を
あ
・
げ
て
ゐ
る
。
 
 
 

近
釆
耐
水
捌
、
耐
奴
剤
と
し
て
共
重
合
餞
の
利
用
が
盛
に
な
つ
た
。
北
ハ
重
合
鰐
は
モ
ノ
マ
ー
の
混
畳
に
よ
り
種
々
特
性
あ
る
物
路
 
 

を
得
ら
る
ゝ
故
に
利
川
上
興
味
が
あ
る
。
例
へ
ば
墳
化
ゲ
イ
ニ
ル
樹
脂
は
軟
化
鮎
高
く
、
吸
渥
件
低
く
、
耐
酸
、
耐
ア
ル
カ
リ
、
耐
 
 

、
 
 

油
基
地
化
畢
薬
品
に
対
す
る
耐
性
大
で
酷
酸
ゲ
ィ
ー
ニ
樹
脂
は
軟
化
鮎
低
く
、
吸
演
怯
比
較
的
大
で
、
透
明
怖
が
優
れ
て
ゐ
る
が
捜
 
 

化
ブ
イ
ニ
ル
と
楷
酸
ダ
イ
エ
ル
よ
り
守
？
北
ハ
連
合
鰻
は
吸
油
性
低
く
、
軟
化
鮎
高
く
、
化
撃
燕
品
に
封
す
る
耐
性
す
ぐ
れ
、
然
か
も
 
 

地
肌
枕
ブ
イ
l
川
ル
の
混
畳
に
よ
ゎ
こ
れ
等
の
性
状
が
い
ろ
い
ろ
に
欒
る
。
 
 

最
近
ゲ
イ
ニ
ル
系
槍
脂
の
外
に
マ
レ
イ
ン
酸
誘
導
鰻
が
郁
々
の
共
重
合
髄
を
生
成
す
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
、
こ
れ
と
オ
レ
フ
ィ
 
 

ン
化
合
物
と
の
共
雷
合
倍
が
耐
水
廃
却
に
用
ひ
ら
れ
る
に
至
つ
に
。
こ
れ
に
銅
す
る
Ⅰ
・
G
敢
の
特
許
は
頗
る
多
い
が
左
に
そ
の
教
 
 

程
を
あ
げ
て
見
る
。
 
 
 

共
時
許
些
ハ
囲
、
八
六
〇
、
俳
特
許
八
〇
九
、
二
八
九
（
Ⅰ
・
G
・
）
 
オ
レ
フ
ィ
ン
の
カ
ル
ポ
ン
酸
と
他
の
オ
レ
フ
ィ
ン
化
合
物
（
ト
 
 

ニ
箇
の
炭
素
原
す
を
有
す
る
脂
肪
族
基
を
も
つ
）
の
共
盈
合
鰭
で
紡
絨
品
を
魔
球
す
る
に
凍
る
。
例
へ
ば
ゲ
イ
フ
コ
ー
ズ
淡
人
絹
庭
 
 

球
剤
と
し
て
次
の
も
の
を
挙
げ
て
ゐ
る
。
ス
テ
ア
リ
ン
酸
ダ
イ
エ
ル
と
無
水
マ
レ
イ
ン
酸
、
パ
ル
ミ
テ
ン
酸
ザ
ィ
ニ
ル
と
無
水
マ
レ
 
 

ィ
ン
酸
、
ダ
イ
エ
ル
オ
ク
ト
ヂ
シ
ル
エ
ー
テ
ル
と
無
水
マ
レ
イ
ン
酸
、
ダ
イ
エ
ル
ド
デ
シ
ル
エ
ー
テ
ル
と
無
水
マ
レ
イ
ン
酸
、
マ
レ
 
 

ィ
ン
酸
の
ヂ
オ
ク
†
ヂ
シ
ル
エ
ス
テ
ル
と
ゲ
イ
一
一
ル
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ア
ク
リ
ル
酸
と
ゲ
イ
ニ
ル
オ
ク
土
ア
シ
ル
エ
ー
テ
ル
の
共
 
 

盈
合
慣
等
。
 
 
 

高
松
高
呼
商
業
撃
校
紬
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

三
九
六
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英
特
許
函
七
七
、
八
八
九
、
彿
特
許
八
二
叫
、
二
三
川
（
Ⅰ
．
G
・
）
 
マ
レ
イ
ン
酸
或
は
其
誘
導
慣
と
連
合
件
の
あ
る
オ
レ
フ
ィ
ン
化
 
 

合
物
（
但
し
両
者
の
小
少
く
も
仙
つ
は
十
箇
或
は
そ
れ
以
上
の
狭
素
原
子
を
も
つ
脂
肪
族
基
を
有
す
る
こ
と
）
と
の
共
粛
合
惜
と
米
 
 

比
水
素
或
は
脂
肪
族
化
合
物
（
但
し
十
節
或
は
そ
れ
以
上
の
淡
素
原
子
を
有
サ
）
と
で
脆
捜
す
る
に
在
る
。
ア
ル
ミ
一
ウ
ム
縛
も
同
 
 

時
に
使
用
さ
れ
る
。
例
へ
ば
棉
織
物
を
乳
酸
溶
液
で
遮
即
し
、
鞋
煉
し
に
る
後
マ
ル
イ
ン
酸
オ
ク
エ
ア
シ
ル
と
ダ
イ
エ
ル
エ
チ
ル
エ
 
 

ー
テ
ル
と
の
重
合
鰭
と
ス
テ
ア
リ
ン
酸
メ
テ
ロ
ー
ル
ア
ミ
ド
で
鹿
埋
す
る
。
 
 

英
時
評
血
七
二
、
六
三
（
H
・
e
 
蹄
特
許
と
類
似
の
も
の
で
あ
る
。
α
β
主
チ
レ
ン
ヂ
カ
ル
ポ
ン
酸
と
脂
肪
族
ア
ル
・
コ
ー
ル
 
 

（
少
く
も
六
箇
の
炭
素
原
子
を
含
む
）
、
或
は
ザ
・
エ
ス
テ
～
と
オ
レ
フ
ィ
ン
化
合
物
（
但
し
ァ
ク
ロ
レ
イ
ン
を
除
く
）
と
の
北
ハ
菜
合
鰻
を
 
 

溶
液
女
は
分
散
液
と
し
て
使
用
す
る
に
泰
る
。
こ
の
方
淡
は
柵
、
人
絹
、
羊
毛
に
も
利
川
可
能
で
あ
る
。
例
へ
ば
酸
夜
銅
ア
ム
モ
ニ
 
 

ア
法
人
絹
を
マ
レ
イ
ン
酸
ヂ
・
ヘ
キ
サ
ヂ
シ
ル
と
メ
チ
ル
メ
タ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
の
北
ハ
重
合
餞
の
川
璃
化
炭
素
液
で
虎
雄
す
る
。
 
 
 

米
特
許
二
、
仙
六
〇
、
ニ
毛
真
H
・
戸
）
 
東
通
特
許
を
兼
に
燐
汎
に
し
て
ゐ
る
。
即
ち
R
ト
・
C
帯
C
H
・
R
柑
な
る
式
で
表
は
さ
れ
 
 

る
化
合
物
と
C
H
旭
＝
C
H
・
舛
な
る
式
で
表
は
さ
る
～
化
合
物
よ
り
な
る
北
ハ
雷
合
鰭
で
慶
埋
す
る
。
但
し
R
－
・
R
覧
C
0
0
H
〉
C
O
？
 
 

嘗
阜
C
2
）
C
O
岩
帖
又
は
北
ハ
通
し
て
C
〇
・
〇
・
C
O
を
表
し
、
舛
は
R
J
O
R
）
0
0
C
R
（
R
は
少
く
も
十
二
筒
炭
素
房
子
を
も
つ
 
 

脂
肪
族
果
化
水
素
）
を
示
す
。
例
へ
ば
マ
レ
イ
ン
酸
ヂ
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
と
ダ
イ
エ
ル
オ
ク
ク
ヂ
シ
ル
エ
ー
テ
ル
。
 
 
 

米
特
許
二
、
仙
六
八
、
充
≡
囚
（
Ⅰ
・
G
・
）
 
前
特
許
の
礪
張
で
あ
る
。
無
水
マ
レ
イ
ン
駿
と
ゲ
イ
ニ
ル
オ
ク
タ
ブ
シ
ル
エ
ー
テ
ル
 
 

と
の
共
重
合
鹿
又
は
類
似
の
共
整
合
物
と
少
く
も
十
筒
の
衆
議
原
子
を
も
つ
脂
肪
族
茨
化
水
素
、
脂
肪
族
ア
ル
コ
ー
ル
並
に
エ
ー
テ
 
 

人
造
紙
舶
の
耐
水
性
に
就
い
て
 
 

三
九
七
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高
松
高
等
蘭
基
準
校
紀
元
二
千
六
首
牢
記
念
論
文
集
 
 

三
九
八
 
 

ル
、
脂
肪
族
カ
ル
ポ
ン
酸
、
そ
の
エ
ス
テ
ル
、
無
水
物
、
ア
ミ
ド
、
メ
チ
ル
P
－
ル
ア
ミ
ド
並
に
イ
ゾ
シ
ャ
イ
ア
、
不
一
ト
及
び
か
ゝ
 
 

る
化
合
物
の
ハ
ロ
ゲ
ン
誘
導
偲
云
言
り
導
か
れ
る
化
合
物
で
慶
埋
し
吉
後
乾
燥
す
る
に
誉
。
然
る
と
き
は
共
爵
合
鰹
と
前
記
 
 

の
少
く
も
十
騎
の
茨
索
を
も
つ
化
合
物
（
例
へ
ば
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
ス
テ
ア
リ
ル
）
の
結
合
に
よ
り
防
水
性
が
え
ら
れ
る
。
前
記
類
似
の
 
 

富
合
物
と
し
て
は
が
く
も
十
街
の
崇
撃
富
つ
脂
肪
族
警
少
く
も
言
合
み
、
慧
マ
レ
イ
ン
慧
に
R
I
C
莞
H
河
旭
 
 

（
R
ト
R
設
C
0
0
H
｝
C
0
0
a
l
k
羊
C
き
C
O
岩
竪
息
昧
す
）
誉
式
を
も
つ
化
合
物
よ
り
導
か
れ
る
化
合
物
と
忍
合
性
あ
る
オ
レ
 
 

フ
ィ
ン
化
合
物
よ
り
生
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
〇
 
 

三
 
 

木
 
質
 
的
 

繊
維
某
繊
推
の
吸
演
牲
の
第
蒜
閃
は
前
述
の
如
く
そ
の
有
す
る
水
酸
基
の
水
に
封
す
る
親
和
力
に
み
る
。
故
に
水
酸
姦
を
他
の
 
 

疎
水
性
の
基
或
は
原
子
困
で
枚
挙
的
に
覚
換
せ
し
む
れ
ば
吸
温
の
原
囚
は
除
か
れ
械
緋
の
耐
水
性
は
檜
加
す
る
坤
で
あ
る
。
即
ち
繊
 
 

（
註
九
）
 
 

推
索
の
エ
ス
テ
ル
化
或
は
エ
ー
テ
ル
化
は
こ
れ
で
あ
る
。
番
驚
繊
緋
素
は
…
テ
ル
化
、
エ
ー
テ
ル
化
辟
に
比
例
し
て
吸
磁
性
を
減
 
 

少
す
る
。
然
し
資
机
上
繊
緋
又
は
そ
の
製
品
の
形
で
こ
れ
を
構
成
し
で
ゐ
勘
繊
緋
素
分
子
の
エ
ー
テ
ル
化
、
エ
ス
テ
ル
化
は
困
難
で
 
 

こ
れ
等
の
繊
維
素
誘
導
鰻
の
繊
灘
亨
芸
名
に
は
改
め
械
緋
警
－
テ
ル
1
或
は
エ
ス
テ
ル
を
作
ト
J
ニ
れ
を
紡
糸
液
と
し
て
紡
糸
せ
 
 

ね
ば
な
ら
な
い
。
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繊
維
の
状
態
で
水
底
的
に
エ
ス
テ
ル
化
す
る
も
の
に
化
繊
式
酎
酸
人
遵
械
緋
が
あ
る
。
こ
れ
は
ゲ
ィ
ス
コ
ー
ス
法
人
遵
繊
維
を
疏
ア
 
 

ル
カ
リ
液
に
浸
潰
し
て
膨
潤
せ
し
め
、
次
に
氷
酪
酸
鹿
毯
を
な
し
た
る
も
の
を
無
水
配
酸
四
部
、
硫
酸
〇
・
〇
六
部
、
ベ
ン
ブ
ー
ル
一
 
 

八
部
よ
り
な
る
酪
化
浴
で
二
本
1
≒
○
度
で
∵
1
六
時
問
酪
酸
化
を
行
ひ
た
る
後
、
浴
液
を
除
き
水
洗
し
、
最
後
に
二
1
ニ
蒔
問
水
 
 

で
煮
沸
し
て
安
定
化
し
て
得
に
る
も
の
で
酪
酸
含
有
率
約
六
〇
好
で
普
通
の
酪
酸
繊
維
素
人
掲
よ
り
大
で
ぁ
る
。
 
 
 

然
し
現
今
蜜
川
上
旗
く
利
川
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
賊
緋
表
面
を
エ
ス
テ
ル
化
又
は
エ
ー
テ
ル
化
し
て
疎
水
性
の
繊
緋
素
誘
導
髄
の
 
 

皮
膜
有
形
成
せ
ん
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
幽
す
る
研
究
、
特
許
は
頗
る
多
い
が
左
に
興
味
あ
る
方
法
を
あ
げ
て
見
ん
。
 
 
 

フ
ォ
ル
マ
リ
ン
 
繊
緋
素
械
抑
を
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
鹿
埋
を
し
て
耐
水
性
を
附
興
せ
ん
と
す
る
方
洪
は
可
な
り
古
く
、
一
 
 

九
〇
血
年
エ
シ
ャ
リ
ー
ル
の
特
許
（
英
特
許
王
七
囚
・
七
二
四
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
乳
酸
、
機
酸
或
は
明
碁
等
の
酸
或
は
酸
性
 
 

物
質
存
在
で
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
水
溶
液
に
常
温
で
人
絹
を
授
活
し
、
次
い
で
遠
心
脱
水
機
に
か
け
て
液
の
大
部
分
を
去
り
、
密
閉
器
中
 
 

で
乾
燥
す
。
こ
の
際
四
〇
－
五
〇
度
で
川
1
互
時
制
加
熱
す
れ
ば
結
炎
良
好
打
ア
り
と
。
然
し
其
の
後
こ
の
方
淡
は
あ
ま
り
何
ら
れ
な
 
 

か
っ
た
が
近
来
南
び
エ
シ
ャ
リ
ー
ル
の
方
法
の
改
良
さ
れ
し
も
の
が
耐
水
性
、
耐
娘
性
附
典
の
特
許
と
し
て
硯
は
れ
て
釆
た
。
・
 
 
 

（
濠
†
）
 
 
 

ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
砲
維
素
を
フ
ォ
ル
・
マ
リ
ン
で
遮
埋
す
る
と
き
は
繊
維
素
の
水
酸
琴
一
個
は
フ
オ
ル
マ
リ
ン
と
結
合
し
 
 

で
メ
チ
レ
ン
繊
維
窮
を
生
成
し
、
同
時
に
水
を
遊
癒
す
と
。
二
の
反
感
は
可
逆
反
感
で
あ
る
か
ら
生
成
せ
る
水
の
除
去
を
必
要
と
 
 

し
、
そ
の
除
去
の
程
度
で
種
々
の
メ
チ
レ
ン
化
膿
の
も
の
が
え
ら
れ
る
埋
で
あ
る
。
然
し
酸
牲
浴
で
は
メ
チ
レ
ン
践
抑
素
の
酸
に
封
 
 

（
訪
十
二
）
 
 

す
る
不
安
定
に
ょ
り
、
メ
チ
レ
ン
化
度
に
は
P
H
潰
度
に
よ
り
限
界
が
あ
る
。
メ
ェ
ー
ル
及
ギ
ヨ
ー
両
氏
は
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
忙
就
い
七
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を
燐
酸
で
蝕
を
∵
二
1
∵
六
に
し
た
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
に
十
こ
時
聞
技
法
し
て
耐
水
件
の
も
の
考
ぇ
て
ゐ
る
。
氏
は
こ
の
湿
潤
強
度
 
 

増
加
を
繊
緋
素
轍
鮒
が
グ
ル
コ
ー
ズ
基
の
単
行
辿
鎖
よ
り
な
る
と
す
れ
ば
異
な
る
鎖
に
擬
す
二
佃
の
水
酸
基
が
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
ヂ
ヒ
 
 

（
藷
十
二
）
 
 

ド
と
結
合
す
る
結
果
と
し
て
ゐ
る
。
然
し
エ
チ
レ
ン
織
緋
素
生
成
に
は
輿
論
も
あ
る
。
 
 

（
註
十
三
）
 
 
 

本
皮
應
で
燭
妓
と
し
て
添
加
さ
れ
る
酸
は
生
成
繊
維
を
脱
化
せ
す
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
東
に
天
然
ゴ
ム
、
メ
？
燐
酸
常
連
、
水
酸
化
 
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
を
添
加
す
る
か
或
は
之
等
の
物
質
で
前
應
捜
す
れ
ば
脱
化
の
懸
念
は
全
く
な
い
と
云
ふ
。
驚
際
上
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
 
 

デ
ヒ
ド
鹿
埋
は
良
好
な
耐
奴
性
及
び
耐
水
性
を
生
じ
、
且
つ
應
埋
別
の
廉
償
、
媒
作
の
簡
単
の
利
は
あ
る
が
製
品
は
染
料
に
封
す
る
 
 

親
和
力
を
低
下
し
、
操
作
方
洪
に
よ
つ
て
は
相
苫
脱
化
し
、
摩
擦
に
刺
す
る
抵
扶
力
を
害
な
ふ
難
が
あ
る
。
左
に
こ
の
蒐
理
淡
に
附
 
 
 

す
る
特
許
を
容
げ
で
見
る
。
・
 
 
 

英
特
許
四
囲
五
、
二
些
ニ
（
出
挙
m
0
0
『
認
t
c
h
e
m
i
e
 
G
・
m
．
b
．
H
．
）
 
 
天
然
樹
脂
又
は
蝋
秋
物
質
と
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
強
有
機
酸
 
 
 

の
存
在
の
も
と
で
旗
印
し
、
乾
燥
後
少
く
も
一
三
〇
度
で
加
熱
す
る
に
在
る
。
例
へ
ば
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
錆
を
コ
ロ
フ
ォ
ニ
ウ
ム
の
五
 
 
 

％
テ
ト
ラ
フ
ル
フ
リ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
に
授
潰
し
、
搾
液
後
○
↓
五
〆
永
酷
酸
脅
含
む
五
〆
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
液
に
授
活
し
、
絞
り
 
 
 

た
る
後
、
－
五
〇
庇
で
二
〇
分
間
乾
燥
す
る
。
 
 
 

同
此
英
特
許
四
囲
七
、
六
肯
二
は
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
に
よ
る
疎
水
性
、
耐
軟
性
ま
同
時
に
不
溶
性
石
鹸
州
潜
に
よ
る
防
水
性
の
数
兆
 
 

を
同
時
に
得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
触
秋
物
質
、
石
鹸
液
（
或
は
脂
肪
酸
）
で
虞
埋
し
て
か
ら
ア
ル
吏
ヒ
ド
、
低
級
脂
肪
酸
及
 
 

び
不
溶
性
石
鹸
を
生
じ
う
る
多
償
金
魔
患
の
溶
液
で
慶
捜
す
る
に
在
る
。
例
へ
ば
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
絹
鈍
物
を
硬
化
抹
香
鯨
油
五
〇
瓦
、
 
 
 

高
聡
高
等
商
薬
牽
校
紀
元
二
千
六
官
年
記
念
論
文
集
 
 

四
〇
〇
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マ
ル
セ
ル
石
由
竺
○
瓦
、
膠
五
瓦
を
水
二
且
に
含
む
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
六
〇
度
で
慶
埋
し
、
搾
液
後
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
五
瓦
、
 
 

永
祀
酸
五
瓦
、
明
敏
五
％
を
含
む
液
に
浸
漬
し
、
搾
液
後
仙
五
〇
度
で
二
〇
分
間
乾
燥
す
る
。
 
 
 

共
時
許
－
現
五
五
、
初
L
二
 
（
H
各
誓
訂
i
n
鉾
C
P
 
A
・
G
．
）
 
 
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
そ
の
重
合
鴎
或
は
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
 
 

ド
を
生
す
る
化
合
物
で
偶
媒
の
存
在
の
も
と
で
磨
埋
す
る
に
在
る
。
偶
妹
と
し
て
は
押
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
 
 

薦
酸
ア
ル
、
、
ニ
ウ
ム
、
チ
オ
シ
ャ
ン
酸
ア
ル
、
、
：
〟
ウ
ム
及
び
明
容
等
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
姐
が
用
ひ
ら
る
。
例
へ
ば
ダ
 

イ
ス
コ
ー
ズ
絞
 
 

物
牢
二
七
％
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
に
仙
〆
硫
酸
ア
ル
ミ
ー
ニ
リ
ム
を
含
む
液
で
五
分
問
、
囚
○
度
で
鹿
増
し
た
る
後
原
畳
の
二
楢
盈
に
な
る
 
 

様
に
押
液
し
、
七
〇
度
で
速
に
乾
燥
し
、
後
九
〇
度
で
五
〇
分
間
加
熱
す
る
。
同
祀
彿
特
許
八
〇
九
、
九
七
七
に
よ
れ
ば
偶
拡
と
し
 
 

て
前
記
の
も
の
の
外
に
盛
枕
雛
二
水
銀
、
燐
酸
、
嘉
穂
第
叫
絨
、
加
盟
明
焙
等
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
 
 
 

英
特
許
四
六
〇
、
二
〇
叫
 
（
T
h
e
 
C
a
【
i
c
O
 
P
払
n
t
空
㌔
A
s
s
O
C
i
a
t
訂
n
ど
d
．
）
 
 
プ
オ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
及
び
こ
れ
を
生
す
る
物
 
 

質
と
酸
化
性
酸
或
は
加
熱
し
で
か
ゝ
る
酸
を
生
す
る
化
合
物
で
虎
雄
す
る
に
在
る
。
こ
れ
等
の
酸
と
し
で
は
硝
酸
、
過
揮
素
酸
ア
ム
 
 

モ
ー
こ
∵
ム
或
は
過
硫
酸
ア
ム
轟
二
∵
ワ
ム
等
が
川
ひ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
絹
布
を
酷
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
溶
液
に
浸
恋
し
乾
 
 

燥
後
叫
時
間
蒸
熱
す
る
。
次
に
二
ハ
％
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
・
〇
、
二
〆
濃
硝
酸
を
食
む
溶
液
に
浸
し
、
乾
燥
後
二
〇
〇
鹿
で
五
 
 

C
砂
加
熱
す
る
、
次
に
○
、
〇
瓦
解
淡
酸
曹
建
水
溶
液
で
六
〇
度
で
十
分
間
洗
漉
し
、
最
後
に
熱
石
鹸
液
で
五
分
間
鹿
埋
す
る
。
 
 
 

英
特
許
川
七
∵
九
八
八
（
B
罫
m
の
F
e
t
乳
訂
m
i
の
G
．
m
・
b
．
声
）
 
 
燐
酸
を
除
く
造
船
の
酸
又
は
酸
性
を
呈
す
る
壇
斬
に
よ
 
 

り
P
H
二
。
井
上
亭
主
と
せ
る
ア
ル
デ
ヒ
ド
或
は
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
生
や
べ
き
物
質
を
含
む
浴
で
遮
埋
し
、
次
い
で
〓
宍
ソ
十
七
〇
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
に
就
い
て
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優
不
加
熱
す
る
。
こ
の
際
膠
、
ゼ
ラ
チ
ン
、
砂
臍
、
可
溶
性
絨
緋
素
誘
導
鰻
を
給
緋
保
護
剤
と
し
で
添
加
し
で
も
よ
し
。
ゝ
例
へ
ば
デ
 
 

ィ
ス
コ
ー
ズ
絹
製
品
を
酒
石
酸
、
燕
化
カ
ル
シ
ウ
ム
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
（
P
H
二
・
九
）
の
混
合
物
よ
り
な
る
浴
で
二
分
間
三
〇
度
で
魔
 
 

埋
し
、
絞
液
し
て
剛
≡
○
度
で
二
〇
分
間
乾
燥
す
る
。
繊
維
保
護
剤
と
し
て
は
葡
萄
糖
を
健
闘
す
る
。
 
 
 

米
特
許
二
、
一
山
八
、
六
八
雲
i
・
G
し
 
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
絹
製
品
を
塩
酸
の
如
き
非
酸
化
性
酸
の
布
衣
の
も
と
で
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
 
 

の
如
く
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
塗
す
る
も
の
に
授
漬
し
、
次
い
で
血
0
0
覧
或
は
こ
れ
以
下
の
モ
ノ
オ
レ
イ
ル
ア
ミ
ン
又
は
通
 
 

常
の
有
機
化
合
物
で
魔
球
し
、
最
後
に
叫
0
0
－
こ
0
0
度
で
加
熱
す
る
に
春
る
。
摘
常
な
有
機
化
合
物
と
し
て
は
少
く
も
囲
筒
の
 
 

果
素
原
手
を
云
つ
有
椒
燕
基
で
、
そ
れ
自
身
又
は
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
樹
脂
を
形
成
し
な
い
脂
肪
族
ア
ミ
ン
或
は
ポ
リ
エ
チ
レ
 
 

ン
オ
ヰ
シ
ュ
ー
テ
ル
で
あ
る
。
 
 
 

英
特
詐
川
七
七
、
〇
八
囚
（
T
訂
C
a
【
i
c
O
 
P
r
i
n
t
乳
s
A
s
s
O
C
小
a
t
i
。
n
ご
d
・
）
 
染
色
或
は
染
色
せ
ざ
る
練
物
を
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
 
 

デ
ヒ
ド
と
芳
香
族
ス
ル
フ
ォ
ン
酸
で
魔
埋
し
、
約
七
〇
度
で
乾
燥
洗
濯
す
る
。
例
へ
ば
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
絹
織
物
を
0
・
フ
ブ
ー
ル
・
ヂ
 
 

ス
ル
フ
ォ
ン
酸
を
含
む
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
溶
液
に
投
法
し
た
る
後
八
〇
度
で
熱
量
範
乾
燥
を
な
し
、
次
い
で
彼
ア
ル
カ
リ
溶
液
で
洗
ひ
 
 

乾
燥
す
る
。
 
 
 

イ
ソ
少
ヤ
シ
酸
又
は
其
の
誘
導
陸
 
相
緋
表
紙
維
に
合
察
素
化
合
物
を
固
着
せ
し
む
る
㌦
洪
と
し
で
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
及
び
そ
の
 
 

誘
導
鰐
が
川
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
由
は
そ
の
含
む
極
性
固
に
よ
り
繊
維
に
よ
く
固
着
す
る
の
み
で
な
く
繊
維
素
の
水
酸
 
 

基
と
結
合
し
で
ウ
レ
タ
ン
を
生
成
す
る
と
考
へ
ら
る
～
が
故
に
繊
緋
と
の
固
着
は
頗
る
強
い
と
思
は
れ
る
。
且
つ
染
料
に
封
す
る
特
 
 
 

高
埜
じ
同
等
簡
集
撃
校
紀
元
二
千
大
官
軍
記
念
論
文
集
 
 

四
〇
二
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に
酸
性
染
料
㍍
倒
す
る
親
和
力
を
増
加
し
、
良
好
な
疎
水
剤
で
あ
る
。
脂
肪
族
、
ナ
プ
チ
ン
、
ス
チ
ロ
ー
ル
系
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
撼
の
 
 

外
に
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
掴
m
及
び
ア
ヂ
ド
朔
も
叉
同
叫
の
目
的
に
使
川
さ
れ
る
優
秀
な
疎
水
剤
で
一
ぁ
る
り
こ
れ
等
に
閲
す
る
特
許
も
 
 

l
∴
璧
酢
を
中
心
と
し
で
数
多
あ
る
が
二
、
三
を
輿
げ
て
見
る
。
 
 

英
特
許
四
パ
三
七
九
（
Ⅰ
．
G
．
）
 
R
・
挙
害
C
＝
Y
或
は
R
・
挙
岩
・
C
爪
鳩
首
n
な
る
姦
式
を
も
つ
化
合
物
。
但
し
R
は
少
 
 

く
も
叫
筒
の
炭
素
原
子
を
合
ひ
脂
肪
族
垂
花
索
漠
を
、
Ⅹ
は
果
化
水
素
、
或
は
0
、
S
、
N
或
は
C
O
で
R
に
結
合
し
で
ゐ
る
異
化
水
 
 

素
を
、
Y
は
0
或
は
S
を
表
は
す
も
の
と
す
。
叉
R
・
N
＝
C
】
l
O
或
は
R
・
岩
・
C
爪
等
笥
も
用
ひ
ら
れ
る
。
惜
し
こ
の
化
合
物
に
於
 
 

け
る
R
は
少
く
も
正
筒
の
果
索
原
子
を
含
む
脂
肪
族
炭
化
水
素
を
示
す
。
埴
常
な
試
東
と
し
で
ス
テ
ア
リ
ル
ィ
ノ
シ
ャ
ン
酸
抱
、
デ
 
 

ブ
ロ
ム
ラ
ウ
リ
ル
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
撼
、
ク
ー
ド
テ
シ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
蛮
、
ヒ
下
ロ
キ
シ
エ
チ
ル
シ
ャ
ン
酸
燕
の
セ
チ
 
 

ル
エ
ー
テ
ル
、
ア
ミ
ノ
エ
チ
ル
イ
ソ
シ
ャ
ン
酸
避
、
ヘ
ブ
タ
デ
シ
ル
マ
ス
タ
ー
ド
オ
イ
ル
、
ヘ
キ
サ
デ
シ
ル
カ
ル
バ
ミ
ン
憤
痩
什
 
 
 

物
、
p
▲
1
オ
ク
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
聴
化
物
及
び
高
級
脂
肪
族
ア
ミ
ン
よ
り
え
ら
れ
る
イ
ゾ
シ
ャ
ン
牧
抽
蒜
V
が
挙
げ
ら
 
 

れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
溶
液
車
た
棉
花
、
人
絹
、
羊
毛
及
び
絹
等
の
製
品
を
浸
漬
し
乾
燥
す
る
。
蛇
燥
時
間
及
び
況
度
は
充
分
津
意
 
 
 

を
目
す
○
 
 

英
特
許
明
七
川
、
川
〇
三
（
句
抑
旨
の
r
e
i
・
㌢
G
．
）
 
 
少
く
も
十
筒
の
袈
素
原
子
を
も
つ
飽
和
ア
ル
キ
ル
基
或
は
ス
チ
ロ
ー
ル
族
ア
 
 

ル
コ
ー
ル
の
不
飽
和
基
営
も
つ
ア
ル
キ
ル
、
ア
ラ
ル
キ
ル
或
は
シ
ク
ロ
ア
ル
キ
ル
基
を
含
む
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
押
で
蒐
現
す
る
に
在
 
 

る
。
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
盛
の
一
般
式
R
・
C
O
N
C
O
で
あ
る
が
′
○
㌣
S
．
N
｝
C
0
0
∵
O
C
O
｝
2
R
）
C
0
2
R
〉
2
R
C
O
）
S
O
旭
ヾ
N
R
S
O
旭
）
 
 

人
造
咄
離
の
耐
水
性
几
就
い
て
 
 

四
〇
≡
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S
O
柏
2
R
（
但
し
R
は
水
素
或
は
袈
化
水
素
嘉
）
の
原
子
或
は
基
を
食
む
も
よ
し
。
脂
肋
妖
酸
ア
ジ
ド
も
叉
使
川
さ
れ
る
。
刑
へ
ば
 
 

ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
絹
を
オ
ク
ク
デ
シ
ル
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
攣
溶
液
に
鹿
埋
し
二
〇
〇
度
に
加
熱
し
、
次
い
で
仙
川
○
度
に
熱
す
る
。
叉
酸
 
 

化
銅
ア
ム
モ
ニ
ア
浪
人
絹
を
エ
イ
コ
シ
ル
・
イ
ゾ
シ
ャ
ン
酸
奴
溶
液
に
浸
潰
し
た
る
後
¶
打
C
鹿
に
加
熱
し
∵
硫
毛
毛
織
物
を
オ
ク
 
 

ク
コ
サ
ン
酸
ナ
ジ
ド
で
庚
珪
し
た
る
後
仙
四
〇
庇
で
加
執
字
る
寄
に
よ
り
疎
水
性
を
附
興
す
る
。
本
特
許
と
類
似
の
も
の
に
米
珂
特
 
 

許
二
二
七
三
、
〇
二
九
（
H
e
b
e
r
－
乳
n
P
a
t
e
n
t
 
C
O
ゼ
）
が
あ
る
。
 
 
 

撼
化
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
（
2
H
も
こ
 
の
水
酸
基
官
有
械
基
で
置
換
さ
れ
た
と
考
へ
ら
る
、
も
の
で
 
 

第
四
ア
ム
要
一
ウ
ム
壇
 
 

R
・
2
（
R
、
R
、
、
R
、
、
、
）
舛
な
る
刷
般
式
で
現
は
さ
れ
る
も
の
を
兢
摘
す
ム
モ
霊
ウ
ム
樽
と
云
ふ
。
伸
し
R
は
種
々
の
有
機
蓋
を
示
し
 
 

2
人
R
、
R
、
、
R
、
、
、
∴
の
N
は
綿
三
級
ア
ミ
ン
（
ト
リ
ア
ル
キ
ル
ア
ミ
ン
或
は
ビ
リ
ヂ
ン
）
Ⅹ
は
ハ
ロ
ゲ
ン
（
と
き
に
酷
酸
準
蟻
酸
基
、
 
 

成
ほ
燐
酸
基
）
を
示
す
。
 
 
 

近
年
第
囚
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
抽
だ
関
す
る
研
究
頗
る
盛
ん
で
殊
に
染
色
方
面
に
著
し
い
用
途
を
示
し
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
バ
ッ
 
 

ト
染
色
の
木
棉
よ
り
の
色
抜
き
割
と
し
で
（
例
へ
ば
英
特
許
川
二
二
甘
六
六
）
均
血
染
色
助
剤
と
し
て
（
例
へ
ば
英
特
許
四
誓
弄
、
川
 
 

≡
こ
染
色
の
堅
牢
件
及
び
酸
性
染
料
に
封
す
る
親
和
力
の
附
輿
剤
と
し
て
（
例
へ
は
英
特
許
川
川
○
、
六
川
七
）
等
こ
れ
で
あ
る
．
。
 
 
 

敢
近
撥
水
仕
上
剤
と
し
て
苗
放
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
ゐ
る
ベ
ラ
ン
P
F
は
こ
の
第
囲
∵
′
ム
モ
ニ
ウ
ム
撼
の
…
種
で
あ
る
。
ベ
ラ
 
 

ン
P
F
は
英
圃
の
I
m
竹
竿
i
a
－
C
h
e
m
i
c
a
【
I
n
d
邑
r
i
認
L
t
d
・
攣
異
で
同
祀
英
詐
四
大
六
、
八
山
七
に
よ
れ
ば
そ
の
二
甲
種
成
は
 
 

箸
ず
 
 

R
O
C
書
写
（
R
、
R
、
、
R
ミ
）
函
で
表
は
き
れ
る
。
こ
の
際
R
は
十
二
箇
或
は
そ
れ
以
上
の
炭
素
原
子
を
も
つ
脂
肪
族
炭
化
水
素
、
 
 
 

高
松
高
等
商
業
聾
校
紀
元
〓
千
六
官
軍
翫
念
論
文
集
 
 

四
〇
四
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虐
懐
 

＋
雷
顎
 
 
 

↓
 

‥
 

即
ち
繊
維
素
の
オ
ク
タ
ヂ
シ
ル
オ
キ
シ
メ
チ
レ
ン
エ
ー
テ
ル
が
生
成
さ
れ
る
。
か
く
織
維
素
小
の
親
水
性
の
水
酸
基
が
疎
水
件
の
 
 
 

炭
化
水
素
の
長
銀
に
宣
均
さ
る
～
結
巣
、
良
好
な
耐
水
性
と
同
時
に
柔
軟
怖
か
附
興
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 

（
託
卜
四
）
 
 
 

ベ
ラ
ン
P
F
に
関
す
る
貰
翰
結
城
は
種
々
章
表
さ
れ
て
ゐ
る
が
概
し
て
良
好
な
結
兼
を
輿
え
て
ゐ
る
。
最
近
C
h
w
a
㌻
は
人
綿
 
 

糸
、
ス
テ
ー
ブ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
糸
及
び
ス
テ
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
と
棉
花
の
混
紡
糸
に
つ
い
て
ベ
ラ
ン
P
F
腐
埋
の
登
敏
を
行
ひ
た
る
 
 

結
果
、
吸
水
量
及
び
潟
潤
強
力
の
減
少
率
等
よ
り
相
常
の
・
耐
演
化
は
認
め
う
る
が
充
分
な
る
耐
水
枕
は
え
ら
れ
な
い
寄
を
明
か
に
し
 
 

N
R
、
R
、
、
R
、
、
、
は
複
素
儀
式
基
或
は
脂
肪
族
第
三
ア
ミ
ン
、
Ⅹ
は
ハ
ロ
ゲ
ン
を
示
す
。
例
へ
ば
オ
ク
ク
デ
シ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
と
パ
ラ
 
 

（
オ
ク
ク
ヂ
シ
 
 

ア
ル
デ
ヒ
ド
を
乾
燥
遭
化
水
警
魔
球
し
た
る
も
の
に
ビ
リ
ヂ
ン
を
作
用
し
て
え
ら
る
、
冨
警
㌘
〇
．
2
苧
 
 

ル
・
オ
キ
シ
メ
チ
ル
ビ
リ
ヂ
ニ
ウ
ム
ク
ロ
㌢
イ
ド
）
は
こ
れ
で
あ
る
。
 
 
 

ベ
ラ
ン
P
甘
は
白
色
結
晶
粉
末
で
水
の
冷
液
で
は
分
散
状
態
を
示
す
が
三
五
－
四
〇
変
位
で
は
溶
液
状
態
と
な
る
。
使
川
に
あ
た
 
 
 

っ
て
○
。
正
－
四
解
水
溶
液
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
棺
酸
常
連
（
使
用
せ
る
ベ
ラ
ン
P
F
の
三
分
の
二
覚
）
を
加
へ
た
る
液
で
供
試
晶
を
 
 

浸
潰
し
、
絞
液
し
た
る
後
窒
況
で
乾
燥
し
、
最
後
に
九
〇
－
⊥
二
C
度
の
高
温
魔
球
を
行
ひ
次
に
ベ
ン
ブ
ー
ル
で
批
准
す
る
．
。
 
 
 

こ
の
工
梓
に
於
て
次
の
反
應
が
お
こ
る
も
の
主
考
へ
ら
れ
る
。
 
 

C
頴
票
〇
．
C
議
讐
 
 

人
造
繊
維
の
耐
水
性
に
就
い
て
 
 C

司
討
C
O
旭
巧
p
 
 

雲
警
∞
粘
㌍
押
苧
ほ
↓
雲
覧
＜
∞
柚
㌍
開
署
 
 
 

1
 
 
 

四
〇
正
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高
松
高
等
帝
輩
撃
校
紀
寵
二
言
六
官
印
記
念
論
文
集
 
 

四
〇
六
 
 

ベ
ラ
ン
P
F
と
臓
絆
索
と
の
問
に
・
お
こ
る
前
記
の
如
う
化
革
反
應
の
不
充
分
に
蹄
囚
す
る
事
を
報
じ
て
居
る
0
 
 
 

ベ
ラ
ン
P
甘
に
よ
る
耐
水
化
は
か
、
る
エ
ー
テ
九
化
反
感
も
お
こ
り
得
る
で
あ
ら
う
が
他
の
拾
囲
ソ
ム
モ
ニ
ウ
ム
抽
皿
の
如
く
ベ
ラ
 
 

ン
P
甘
の
水
溶
液
で
示
し
て
ゐ
る
陽
性
罵
荷
が
繊
維
表
面
の
陰
筒
禰
を
中
和
す
る
作
用
に
掃
囚
す
ろ
事
大
な
り
と
考
へ
ら
れ
る
。
 
 
 

ベ
ラ
ン
P
F
は
高
僧
で
は
あ
る
が
魔
．
埋
操
作
筒
軍
で
、
瘍
埋
物
は
柔
軟
で
偶
感
よ
く
通
気
仲
を
そ
こ
な
は
す
月
つ
洗
准
ゝ
ド
ラ
イ
 
 

ク
リ
」
ニ
ン
グ
に
も
堅
牢
で
叔
も
好
ま
し
′
き
耐
水
柔
軟
剤
で
あ
る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
。
 
 
 

ベ
ラ
ン
P
F
の
成
功
は
撥
水
性
第
四
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
遵
化
合
物
の
研
究
を
陀
城
な
ら
し
め
放
近
種
々
の
撥
水
性
姉
川
ブ
ム
モ
ニ
ウ
 
 

ム
拍
が
報
ぜ
ら
わ
て
ゐ
る
。
 
 

其
拍
許
血
七
七
、
九
九
岨
、
彿
聴
許
八
三
て
七
八
七
ハ
I
m
℃
e
r
i
a
岩
h
乱
c
a
＝
n
d
邑
r
i
e
s
ど
d
・
）
 
岩
、
讐
C
㌘
N
（
T
e
r
）
頑
 
 

な
る
山
般
式
を
も
ち
水
性
媒
質
に
よ
り
使
川
せ
ら
る
ゝ
姉
川
7
ム
モ
ニ
ウ
ム
摘
軍
浸
漬
し
、
．
月
つ
必
嬰
あ
ら
ば
軋
燥
し
た
る
後
か
 
 

、
る
描
が
分
解
を
う
わ
る
憎
悪
で
加
熱
す
る
。
前
記
式
小
町
及
び
即
は
少
く
も
そ
の
一
つ
は
十
佃
又
は
莱
以
上
の
炭
素
原
す
の
脂
肪
 
 

族
淡
化
水
素
よ
り
猛
る
か
或
は
之
・
を
含
有
す
．
る
基
を
意
陳
し
、
N
（
T
e
ユ
は
脂
肪
族
或
は
梅
素
瑞
式
聖
「
ア
ミ
ン
の
窒
素
を
意
味
し
 
 

Ⅹ
は
造
拍
蕨
酸
基
里
芋
。
買
、
R
、
、
は
A
p
一
C
？
買
、
、
一
成
は
A
p
・
N
（
C
0
0
巧
、
）
∫
（
科
し
A
竃
十
偶
成
は
そ
れ
り
上
の
炭
素
原
 
 

子
を
含
む
脂
肪
鉄
拳
で
も
町
な
り
。
例
へ
ば
、
ス
テ
ア
ラ
ミ
ド
メ
チ
ル
ビ
リ
ヂ
ニ
ウ
ム
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
ブ
 

ロ
マ
イ
ド
又
は
硫
酸
 
 

漕
、
ス
テ
ア
ロ
メ
チ
ル
ア
ミ
ド
メ
チ
ル
ビ
リ
ヂ
ー
∵
ワ
ム
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
守
カ
ル
ポ
メ
ト
キ
シ
∴
ブ
タ
デ
シ
ル
ア
ミ
ノ
メ
チ
ル
ビ
リ
 
 

ヂ
ニ
ウ
ム
、
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
パ
ル
ミ
ト
ア
ミ
ド
メ
チ
ル
ビ
リ
ヂ
ニ
ウ
ム
ク
ロ
ラ
イ
ド
等
勢
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 

＼   
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こ
れ
毎
の
摘
皿
の
袈
淡
に
つ
い
て
は
伺
敢
英
時
評
川
七
て
二
…
ぢ
0
、
同
四
七
五
、
一
七
〇
が
あ
る
。
 
 
 

米
持
詐
二
、
小
川
六
、
期
〇
八
（
E
・
｝
・
d
u
P
。
n
t
d
e
2
P
m
O
u
r
竺
紆
C
〇
．
）
 
で
は
疎
水
剤
と
し
三
股
式
R
C
O
N
H
C
㌘
N
 
 

（
T
e
r
）
擁
を
も
つ
物
質
を
報
じ
て
ゐ
る
。
但
し
R
は
袈
素
原
子
七
偶
よ
り
少
く
な
い
ア
ル
キ
ル
基
を
表
し
、
2
（
T
邑
は
笹
ニ
ア
ミ
 
 

ン
を
㍍
は
解
離
恒
数
0
・
〇
嘲
よ
り
小
さ
い
有
機
酸
基
窒
息
昧
す
る
。
 
 
 

英
柑
詐
囲
九
囚
、
七
六
仙
 
（
謬
r
b
票
の
i
・
A
・
G
・
）
 
 
R
C
＝
（
2
H
）
O
C
H
覧
〆
R
C
0
2
H
C
嵩
も
N
宰
搾
C
H
O
H
C
＝
（
2
ヨ
O
C
 
 

H
柏
2
舛
（
但
し
R
は
少
く
も
十
鞘
の
果
素
原
子
よ
り
ね
る
脂
肪
族
基
）
な
る
仙
般
式
を
も
つ
ハ
ロ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
の
第
川
ア
ム
モ
 
 

ニ
ウ
ム
化
合
物
で
繊
維
素
又
は
そ
の
誘
導
醜
或
は
羊
毛
を
原
料
と
す
る
糸
、
綿
布
を
鹿
理
し
、
後
加
熱
し
た
る
後
ベ
ン
ゼ
ン
或
は
石
 
 

鹸
で
洗
推
し
疎
水
枠
を
典
亙
る
。
こ
の
魔
球
淡
上
同
時
－
こ
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
或
は
こ
れ
と
尿
素
、
合
成
租
脾
或
は
そ
の
初
期
縮
 
 

合
珪
成
物
鹿
捜
を
行
ひ
耐
鰯
性
を
附
興
す
る
を
待
。
例
へ
ば
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
絹
製
品
を
叫
分
子
の
ス
テ
ア
リ
ン
酸
ア
ミ
ド
と
二
分
子
 
 

の
（
C
欝
○
）
0
0
の
混
合
物
に
乾
燥
壇
化
水
素
を
作
川
せ
し
む
る
か
或
は
岨
分
子
の
ス
テ
ア
リ
ン
酸
メ
チ
ロ
、
1
ル
ア
ミ
芋
と
仙
分
子
の
 
 

（
C
㌘
○
）
矩
の
混
合
物
を
乾
燥
増
穂
水
素
で
鹿
埋
し
て
得
た
る
ク
ロ
ー
ル
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
の
ビ
リ
ヂ
〒
ワ
ム
化
合
物
の
水
溶
液
で
 
 

飽
授
せ
し
め
、
此
燥
後
九
〇
度
に
加
熱
す
る
。
 
 
 

同
敢
闘
九
州
、
八
三
三
に
企
て
は
R
O
C
H
悼
S
C
N
な
る
式
を
も
つ
チ
オ
シ
ャ
ン
酸
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
よ
り
え
ら
れ
る
靖
国
ア
ム
モ
 
 

ニ
ウ
ム
化
合
物
哲
蓼
げ
て
ゐ
る
。
式
小
R
は
少
く
滝
十
偶
の
淡
素
原
子
を
も
つ
飽
和
ア
ル
キ
ル
を
含
む
ア
ル
キ
ル
、
シ
ク
三
ノ
ル
キ
 
 

ル
叉
ほ
ア
ラ
ル
キ
ル
基
或
は
ス
チ
ロ
ー
ル
系
の
飽
和
又
は
不
飽
和
ア
ル
コ
ー
ル
基
藍
息
映
す
る
。
か
ゝ
る
第
囲
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
化
合
 
 

人
造
繊
維
の
耐
雄
性
に
就
い
て
 
 

四
〇
七
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高
松
高
等
商
鞄
辟
校
紀
元
二
千
六
官
年
記
念
論
文
集
 
 

四
〇
八
 
 

物
の
水
溶
液
に
ア
ル
カ
リ
金
魔
、
ア
ル
カ
リ
土
金
魔
の
弱
酸
と
の
水
溶
性
摘
皿
を
添
加
し
て
用
ひ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
供
試
晶
を
加
執
す
 
 

る
際
損
傷
を
防
ぐ
馬
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
墟
と
し
て
は
酪
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
蚤
炭
酸
曹
建
、
シ
ャ
ン
酸
加
里
が
川
ひ
ら
れ
る
。
叉
エ
 
 
 

ー
テ
ル
は
…
串
礪
で
耐
水
附
典
軸
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
例
へ
ば
オ
ク
ク
ヂ
シ
ル
チ
オ
シ
ャ
ン
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
と
第
四
ト
リ
メ
チ
ル
 
 
 

ア
ミ
ン
と
の
化
合
物
を
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
紡
糸
液
に
添
加
し
、
耐
水
性
、
耐
観
性
の
糸
が
え
ら
れ
る
。
 
 
 

同
敢
英
特
許
五
〇
三
、
仙
七
二
這
東
に
次
の
化
合
物
を
報
じ
T
ゐ
る
。
即
ち
R
O
C
O
N
貴
柏
u
 
R
C
O
N
H
N
H
旭
）
R
C
O
N
H
C
①
N
H
旭
 
 

な
る
式
を
も
つ
ウ
レ
タ
ン
、
ヒ
ド
ラ
ジ
ド
、
剛
部
ア
シ
ル
化
せ
る
尿
素
の
ハ
ロ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
の
第
四
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
化
合
物
で
 
 

あ
る
。
但
し
R
は
少
く
も
十
偶
の
袈
素
虚
子
よ
ト
∴
は
る
脂
肪
基
を
意
味
す
る
。
 
 
 

英
特
許
川
九
六
．
劇
三
二
 
（
Ⅰ
．
G
．
）
 
 
第
三
ア
ミ
ン
或
は
第
三
ポ
リ
ア
ミ
ン
の
存
在
の
も
と
で
R
。
○
吾
H
挙
R
、
な
る
舐
で
表
は
さ
 
 

る
ゝ
ハ
ロ
・
エ
ー
テ
ル
の
水
溶
液
叉
ば
分
散
液
に
俳
試
品
を
浸
潰
す
る
。
僻
し
式
中
舛
は
ハ
ロ
ゲ
ン
、
R
・
Ⅳ
は
少
く
も
六
偶
の
果
 
 

素
原
子
を
も
つ
ア
ル
キ
ル
、
ア
ラ
ル
キ
ル
、
ア
リ
ル
或
は
レ
ク
ロ
ア
ル
キ
ル
（
Ⅳ
は
H
で
も
可
）
蓋
暫
し
め
す
。
浸
濱
聞
或
は
浸
療
 
 

後
に
加
熱
す
る
を
要
す
。
著
し
酷
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
或
は
高
級
脂
肋
酸
ア
ミ
ド
メ
テ
ロ
ー
ル
化
合
物
の
如
き
疎
水
植
 
 

物
質
を
同
時
に
或
は
径
庭
埋
に
用
ふ
れ
ば
疎
水
性
は
一
段
と
強
化
さ
れ
る
。
叉
浸
漬
小
に
ア
ル
キ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
（
例
へ
ば
エ
チ
 
 

レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
、
ブ
タ
ジ
エ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
等
）
で
魔
球
す
る
も
よ
し
。
本
法
は
動
物
性
繊
絆
に
利
 
 
 

用
し
て
効
果
が
あ
る
。
例
へ
ば
硫
毛
毛
組
物
を
ビ
リ
ヂ
ン
と
ス
テ
ア
リ
ル
ク
セ
ー
ル
メ
チ
ル
・
エ
ー
テ
ル
の
四
癌
化
淡
索
溶
液
に
安
 
 
 

宿
し
た
る
後
絞
薗
九
〇
庶
で
加
熱
す
る
。
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英
特
許
囲
九
ふ
ハ
、
山
三
〇
（
叫
．
G
．
）
 
前
特
許
と
同
劇
の
作
川
が
繊
緋
索
繊
肝
に
も
同
様
の
撥
水
牲
を
典
え
る
事
を
の
べ
て
あ
る
。
 
 

例
へ
ば
染
色
せ
る
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
人
絹
を
ヂ
（
オ
ク
ク
ヂ
シ
ル
オ
キ
シ
メ
チ
ル
）
テ
ト
ラ
メ
チ
レ
ン
・
ヂ
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
・
ヂ
グ
ロ
ラ
 
 

イ
ド
と
蟻
酸
ブ
ル
、
、
：
二
ワ
ム
で
塵
埋
し
、
途
心
除
液
の
後
∴
二
〇
…
二
ニ
○
度
で
加
熱
す
る
。
文
人
絹
製
品
を
酒
精
苛
陣
営
達
に
浸
 
 

漬
し
絞
り
乾
燥
し
た
後
エ
チ
レ
ン
オ
キ
シ
ド
の
川
畑
皿
化
果
菜
液
で
應
珪
し
、
次
い
で
パ
ル
ミ
チ
ル
オ
キ
シ
メ
チ
ル
ー
リ
エ
チ
ル
ア
ム
 
 

モ
ニ
∴
リ
ム
ク
ロ
一
フ
ィ
ド
、
綜
桐
油
脂
肪
酸
メ
チ
ロ
ー
ル
ア
ミ
ド
及
び
鰭
酸
ア
ル
ミ
一
石
ム
を
含
む
浴
で
威
埋
す
る
。
 
 
 

英
特
許
四
七
八
羞
七
仙
 
（
Ⅰ
・
G
・
）
 
ベ
ン
ゼ
ン
核
に
・
山
側
或
は
酬
佃
以
上
の
脂
肪
族
異
化
水
素
（
少
く
も
川
偶
の
袈
素
原
予
よ
 
 

り
な
る
）
を
も
つ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
及
び
壇
化
水
素
を
作
用
せ
し
め
て
え
た
る
ク
ロ
ー
ル
メ
チ
ル
誘
導
棺
を
第
∴
 
 

緯
二
又
は
筋
≒
テ
、
；
と
縮
合
せ
し
め
る
と
き
は
第
四
て
ム
モ
言
ム
化
合
物
誉
へ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
イ
ゾ
ブ
チ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
 
 

を
（
C
H
も
）
n
で
鹿
埋
し
摘
花
水
素
で
飽
和
し
て
え
に
る
ク
ロ
ー
ル
メ
チ
ル
化
合
物
を
ビ
リ
ヂ
ン
と
作
川
せ
し
む
る
寄
に
よ
り
生
成
 
 

さ
れ
る
。
 
 
 

同
政
の
英
特
許
囚
八
九
、
糾
九
三
に
は
か
く
し
て
え
た
る
第
四
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
嫡
苗
溶
液
又
は
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
羊
弔
、
鵡
花
、
 
 

絹
糸
、
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
人
絹
等
を
慶
埋
し
、
必
要
あ
ら
ば
乾
燥
後
加
熱
す
る
革
に
よ
り
耐
水
性
を
附
血
ハ
し
得
る
と
。
通
常
な
溶
妹
と
 
 

し
て
は
水
又
は
囲
強
化
茨
嘉
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
叉
か
ゝ
る
化
合
物
と
不
飽
和
カ
ル
ポ
ン
酸
或
は
そ
の
誘
導
鰭
と
オ
レ
フ
ィ
ン
化
合
物
 
 

と
の
北
ハ
正
合
物
を
併
用
す
ろ
も
可
。
か
ゝ
る
共
重
合
鰭
は
マ
レ
イ
ン
酸
と
ブ
イ
ニ
ル
オ
ク
タ
ブ
シ
ル
エ
ー
テ
ル
、
マ
レ
イ
ン
醇
盲
ノ
 
 

ダ
シ
ル
と
ゾ
ィ
ニ
ル
ド
ヂ
シ
ル
エ
ー
テ
．
ル
又
は
マ
レ
イ
ン
酸
モ
ノ
メ
チ
ル
と
ス
テ
ア
リ
ン
酸
ゲ
ィ
ニ
ル
等
よ
り
え
ら
れ
る
。
例
へ
ば
 
 

人
造
繊
維
の
耐
久
性
に
就
い
て
 
 

四
〇
九
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四
刷
○
 
 

高
松
高
等
簡
染
塾
校
紀
璽
一
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

人
絹
を
パ
ラ
フ
ィ
ン
、
ポ
リ
ザ
ィ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
成
腋
ポ
リ
ア
ク
リ
ル
酸
常
連
及
び
無
水
マ
レ
イ
ン
酸
と
ゲ
ィ
ニ
ル
オ
ク
グ
ヂ
シ
 
 

ル
エ
ー
テ
ル
よ
り
な
る
共
諌
合
醸
の
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
魔
球
し
、
乾
燥
の
後
ク
ロ
ー
ル
メ
チ
ル
ド
デ
シ
ル
フ
」
ノ
ー
ル
と
ビ
リ
ヂ
ン
 
 

よ
り
え
に
る
第
州
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
臓
仙
に
浸
漬
し
劇
 
「
○
－
・
仙
二
〇
庶
で
加
熱
す
る
。
 
 
 

米
相
計
二
、
叫
六
八
、
車
二
五
へ
Ⅰ
．
C
．
）
 
ス
テ
ア
リ
ル
オ
キ
シ
メ
チ
ル
ビ
リ
ヂ
ニ
ウ
ム
ク
ロ
ラ
イ
ド
或
は
第
≡
／
ミ
ン
と
 
 

R
O
C
ロ
㍍
R
、
（
Ⅹ
は
ハ
ロ
ゲ
ン
、
R
O
は
少
く
も
嚢
素
十
二
偶
を
含
む
ア
ル
コ
ー
ル
基
、
Ⅳ
は
H
又
は
脂
肪
族
、
芳
芥
族
、
シ
ク
ロ
脂
 
 

肪
妖
異
化
水
素
基
監
息
映
す
）
な
る
嘲
般
式
を
も
つ
ヂ
ハ
ロ
エ
ー
テ
ル
と
の
齢
合
生
成
物
と
左
記
の
共
蚤
合
醗
で
塵
埋
し
た
る
後
 
 

浸
潰
試
料
を
過
度
を
高
め
て
加
熱
す
る
に
在
る
。
し
か
る
と
き
は
第
三
ア
ミ
ン
と
宰
∴
ハ
ロ
エ
ー
テ
ル
よ
り
え
た
縮
合
膿
と
か
ゝ
る
 
 

共
謀
合
餞
ば
結
合
し
て
防
水
作
用
を
呈
す
。
樹
し
共
盈
含
鰻
は
少
く
も
十
偶
の
炭
素
原
子
を
も
つ
脂
肪
基
族
を
少
く
も
叫
つ
を
含
み
 
 

舶
…
水
マ
レ
イ
ン
酸
並
に
R
ト
C
H
＝
C
H
R
蛸
（
R
↑
R
柏
は
C
0
0
H
一
C
0
0
a
－
k
芋
C
N
J
C
O
N
㌘
）
な
る
式
で
采
は
さ
れ
る
化
合
物
よ
 
 

り
導
か
れ
る
化
合
物
と
貨
合
性
を
も
つ
オ
レ
フ
ィ
ン
化
合
物
よ
り
生
成
さ
れ
る
。
 
 
 

英
明
八
七
、
六
川
∬
（
岩
a
舛
句
－
O
r
e
∽
a
n
d
尋
i
－
訂
－
m
E
s
s
賃
S
）
 
本
特
許
は
英
昭
詐
血
七
囚
、
四
〇
三
（
四
〇
三
男
）
の
追
加
で
 
 

ぁ
る
。
少
く
も
十
偶
の
荻
原
素
子
を
有
す
る
高
級
脂
肪
族
ア
ル
コ
ー
ゆ
の
″
・
ハ
ロ
エ
ー
テ
ル
又
は
″
∴
ロ
チ
オ
エ
ー
テ
ル
を
第
聞
 
 

ア
ム
モ
ニ
ワ
ム
化
合
物
の
形
に
し
て
水
に
溶
か
し
、
之
に
水
溶
性
シ
ャ
ン
酸
を
混
じ
た
る
液
で
按
維
索
、
繊
維
素
誘
導
盟
及
び
羊
毛
 
 

よ
h
∴
は
る
織
布
釘
魔
球
し
殿
様
し
た
る
後
加
熱
す
る
に
春
る
。
例
へ
ば
人
絹
出
物
を
ス
テ
ア
廠
キ
シ
メ
チ
ル
ビ
リ
ヂ
テ
ウ
ム
ク
モ
フ
 
 

ィ
ド
と
シ
ャ
ン
酸
加
櫻
の
林
溶
液
に
川
○
－
五
〇
度
で
浸
漬
し
、
乾
燥
し
た
る
後
二
川
○
度
で
加
熱
す
る
。
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英
特
許
五
〇
七
、
六
八
七
（
M
a
舛
句
－
○
蒜
S
a
n
d
司
i
－
h
e
－
m
E
s
諸
声
）
 
R
舛
N
H
蛤
（
R
は
ア
ル
キ
ル
、
ア
リ
ル
、
シ
ク
ロ
ア
ル
キ
ル
 
 

又
は
ア
ラ
ル
キ
ル
基
Ⅹ
は
C
①
又
は
S
O
蛤
蟹
不
す
）
な
る
式
を
も
つ
化
合
物
と
C
H
も
又
は
（
C
＃
も
）
∽
と
の
縮
合
生
成
物
を
脂
肪
酸
ク
 
 

ロ
ラ
イ
ド
又
は
少
く
も
十
偶
の
次
素
原
子
を
有
す
る
脂
肪
族
基
一
宮
含
む
ク
ロ
ー
ル
カ
ル
ポ
ン
酸
エ
ス
テ
ル
で
應
碓
し
た
る
後
∵
節
三
 
 

ア
ミ
ン
で
慶
捜
し
て
得
ら
れ
る
水
溶
性
第
囚
ア
ム
モ
】
【
ウ
ム
化
合
物
を
使
川
す
る
に
在
る
。
例
へ
ば
p
l
ト
ル
エ
ン
ズ
几
フ
ォ
ン
ア
 
 

ミ
ド
と
（
C
H
旭
○
）
閑
と
溶
融
し
て
え
た
る
蕉
成
物
を
ス
テ
ア
り
′
ロ
ー
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
と
廃
埋
し
、
最
後
に
ビ
リ
ヂ
ン
と
作
川
せ
し
む
。
 
 

四
 
 

か
く
繊
維
の
耐
水
性
附
典
淡
と
し
て
甥
今
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
頗
る
多
い
が
何
れ
の
方
淡
も
繊
維
の
温
潤
根
底
の
割
に
於
て
 
 
 

叉
防
水
劫
英
の
永
久
性
の
鮎
に
於
て
満
足
と
は
云
ひ
難
い
。
ペ
テ
ン
P
F
の
如
く
節
用
ア
ム
モ
ニ
ウ
ム
1
壇
皿
系
の
化
合
物
は
繊
維
の
親
 
 
 

水
櫓
の
基
を
疎
水
基
に
化
塾
的
又
は
竃
気
的
に
麓
換
す
る
鮎
に
於
て
そ
の
方
淡
が
本
質
的
で
あ
る
だ
け
機
械
的
な
串
間
充
唄
に
よ
る
 
 
 

も
の
よ
り
効
果
は
永
久
的
で
あ
り
、
繊
維
水
東
の
性
状
を
損
ふ
こ
と
が
少
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
 
 
 

（
詫
十
五
）
 
 
 

金
丸
氏
は
桟
締
素
繊
維
の
有
す
る
陰
竃
荷
を
通
常
な
陽
性
物
質
例
へ
ば
ア
ル
、
、
三
ウ
ム
の
酸
化
物
、
水
酸
化
物
、
高
級
有
機
酸
塩
 
 
 

類
（
プ
ル
ニ
ウ
ム
ポ
鹸
）
を
川
ひ
て
駕
東
的
に
中
和
せ
し
め
特
性
あ
る
効
果
の
生
成
を
報
じ
ゐ
る
。
こ
の
方
淡
は
氏
も
述
べ
で
ゐ
る
 
 

如
く
中
和
仁
ら
し
ひ
る
敢
適
條
件
の
決
定
の
困
難
も
あ
り
、
こ
の
中
和
現
象
は
戟
緋
の
金
納
絨
に
お
こ
ら
や
陰
性
或
は
陽
怖
が
部
分
 
 

的
に
残
る
為
に
耐
温
性
が
充
分
で
な
い
等
質
際
的
に
は
相
常
の
難
鮎
は
あ
る
が
理
論
的
に
興
味
が
あ
る
。
 
 

人
造
織
維
わ
耐
久
性
に
就
い
て
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高
松
高
等
商
嚢
撃
校
組
元
二
千
六
官
年
記
念
論
文
集
 
 

四
山
∴
山
 
 
 

然
し
何
れ
に
し
て
も
硯
泰
の
耐
水
鷹
理
法
は
人
造
繊
維
の
組
総
構
由
は
そ
の
儀
に
し
て
そ
の
補
強
を
は
か
ら
ん
と
す
る
も
の
で
ミ
 
 

セ
ル
又
は
分
子
の
配
列
に
閲
し
考
慮
を
は
ら
は
ぎ
る
放
屁
に
本
質
的
の
も
の
と
は
云
え
ぬ
憾
が
あ
る
。
本
質
的
に
強
力
大
な
る
人
迫
 
 

繊
維
を
得
る
に
は
旧
来
る
だ
け
高
雷
合
皮
の
繊
維
素
よ
り
な
る
繊
維
を
つ
く
る
尊
並
に
繊
緋
を
構
成
す
る
ミ
セ
ル
又
は
繊
維
素
分
子
 
 

の
配
列
を
均
舛
な
ら
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

（
註
十
六
）
 
 
繊
維
素
分
子
の
粛
合
度
と
こ
れ
が
構
成
す
る
人
造
繊
維
の
機
械
的
性
状
に
閲
レ
て
は
ス
タ
ウ
デ
ン
ガ
ー
の
興
味
あ
る
研
究
が
あ
 
 

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
霹
合
皮
の
高
い
も
の
よ
り
な
る
繊
維
は
叫
般
に
強
度
大
で
且
つ
濾
潤
強
度
劉
乾
燥
強
度
の
比
が
高
く
、
そ
の
他
 
 

繊
維
と
し
て
好
ま
し
き
牲
状
を
兵
醸
す
る
。
例
へ
ば
往
時
の
ブ
ス
、
イ
コ
ー
ズ
法
網
は
盈
合
皮
二
〇
〇
1
二
五
〇
に
過
ぎ
な
か
つ
仁
が
 
 

現
今
は
平
均
三
〇
〇
を
示
し
、
優
秀
な
性
状
に
よ
り
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
ラ
ヌ
ー
ザ
に
は
語
合
度
八
〇
〇
の
も
の
あ
り
、
新
し
い
ダ
イ
 
 

ス
土
7
も
五
〇
〇
或
は
こ
れ
以
上
つ
値
を
有
し
、
又
酸
化
銅
7
ム
を
エ
ア
洪
に
よ
る
も
の
も
叫
九
二
四
年
以
前
の
も
の
は
二
八
〇
で
 
 
 

あ
つ
た
が
現
時
の
優
れ
た
も
の
は
五
〇
〇
－
充
打
○
の
高
漬
合
皮
を
も
つ
て
ゐ
る
。
 
 

近
来
ア
ル
カ
リ
微
酔
の
老
成
の
底
止
或
は
老
成
時
問
短
粁
等
が
間
組
硯
さ
れ
、
研
究
き
れ
て
ゐ
る
は
こ
れ
に
よ
る
分
子
の
酸
化
崩
 
 

壊
を
の
が
れ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
高
露
合
度
は
紡
糸
液
の
粘
度
を
高
く
す
る
故
に
今
日
の
紡
糸
方
法
で
は
葦
合
度
も
ー
定
 
 

の
限
度
が
あ
る
。
こ
～
に
高
齢
庶
紡
糸
の
課
憎
が
あ
る
。
こ
の
間
題
の
解
決
に
は
今
後
の
研
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
高
弟
合
皮
 
 

の
繊
維
素
分
子
よ
ト
∴
は
る
繊
維
の
製
造
は
濾
潤
強
度
を
高
め
る
∵
法
で
あ
る
。
 
 

ミ
セ
ル
又
は
繊
維
素
分
子
の
配
列
の
正
し
い
人
造
繊
緋
を
得
る
方
法
と
し
て
は
紡
糸
の
際
張
力
を
加
へ
る
緊
張
紡
糸
淡
が
今
〓
利
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用
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
強
力
増
加
の
主
因
は
全
く
ミ
セ
ル
、
分
子
配
列
の
均
舛
に
在
る
。
こ
の
ミ
セ
ル
又
は
鎖
状
分
子
 
 

の
並
列
の
均
啓
は
繊
維
素
自
身
の
も
つ
水
酸
基
相
互
の
索
引
力
を
飽
加
せ
し
め
て
遊
離
水
酸
基
に
よ
る
水
分
子
の
吸
引
を
防
ぎ
、
更
 
 

に
繊
緋
鵜
沼
の
紐
緯
度
を
増
し
て
毛
細
管
作
川
に
よ
る
水
の
浸
透
を
減
、
繊
緋
の
吸
水
性
を
少
く
す
る
。
こ
の
結
弗
温
潤
粥
腔
の
相
 
 

加
が
橡
期
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
か
ゝ
る
方
法
に
よ
る
人
地
織
抑
も
そ
の
横
断
面
に
よ
つ
て
．
も
知
る
如
′
主
セ
ル
配
列
の
均
弊
な
 
 

る
は
皮
膚
の
部
分
に
と
ゞ
ょ
り
、
大
部
分
を
し
む
る
小
心
暦
の
部
分
は
依
然
と
し
て
乱
難
不
規
則
な
配
位
を
と
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
事
 
 

賓
は
頻
回
の
際
繊
維
素
再
生
が
均
一
に
起
る
も
の
で
な
く
児
つ
周
遊
に
起
り
、
こ
れ
が
緊
張
と
北
ハ
に
皮
樹
を
形
成
し
、
凝
固
液
の
繊
 
 

絆
内
部
に
浸
入
す
る
を
妨
ぐ
る
結
果
、
内
部
に
於
て
は
緊
張
の
際
は
未
だ
ダ
イ
ス
コ
ー
ス
又
は
キ
サ
ン
テ
ー
†
の
状
態
に
あ
り
、
こ
 
 

れ
が
紡
糸
終
了
の
後
ま
で
徐
々
に
欒
化
し
て
再
生
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
衰
し
通
常
な
る
方
法
に
よ
り
内
部
ま
で
親
緋
素
 
 

分
子
の
定
位
を
と
ら
し
ひ
る
を
え
ば
繊
維
の
耐
水
性
の
問
題
も
自
ら
解
決
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
 
 

（
謹
十
七
）
 
 
 

最
近
塊
尾
氏
等
は
紡
糸
に
際
し
、
梅
未
分
解
の
キ
サ
ン
テ
ー
ト
を
幾
分
含
む
糸
條
を
凝
問
浴
よ
り
出
た
瞬
間
又
は
極
め
て
短
時
間
 
 

の
後
通
常
な
緊
張
の
も
と
で
熱
鹿
埋
を
施
し
て
同
定
せ
し
め
、
桐
常
内
部
ま
で
定
位
を
と
ら
し
む
る
を
得
に
こ
と
を
報
じ
で
ゐ
る
。
 
 

氏
に
依
れ
ば
普
通
人
追
放
絆
の
皮
膚
は
断
面
租
の
三
五
1
初
五
％
の
範
園
を
い
で
ざ
る
に
、
こ
の
方
殊
に
よ
る
も
の
は
七
三
〆
に
及
 
 

び
、
繊
維
の
温
潤
強
度
は
普
通
の
方
法
に
よ
る
も
の
に
比
し
五
〇
－
八
〇
〆
も
高
め
ら
れ
、
そ
の
上
強
力
増
加
に
附
陪
す
る
伸
長
減
 
 

少
も
来
さ
な
い
と
云
は
れ
†
ゐ
る
。
 
 
 

こ
の
方
淡
が
兼
し
て
工
柴
的
に
成
功
し
得
る
や
否
や
は
今
後
の
研
究
に
待
た
ね
ば
な
る
ま
い
が
人
造
繊
緋
の
耐
水
性
問
題
の
戚
本
 
 

入
漁
繊
維
の
耐
久
性
に
就
い
て
 
 

国
劇
三
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四
二
四
 
 

高
松
高
藤
商
染
撃
校
紀
元
二
千
六
百
年
論
文
集
 
 

的
解
決
に
謝
す
る
側
つ
の
曙
光
を
輿
え
に
る
も
の
と
し
で
極
め
て
注
目
に
値
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
日
稲
叫
 
 

参
 
考
 
文
 
献
 
 

註
 
十
 
 

藷
十
一
 
 

話
十
二
 
 

詐
十
三
 
 

詫
十
四
 
 

詫
 
劇
 
 

話
 
二
 
 

託
 
三
 
 

註
 
四
 
 
 

話
 
五
 
 

話
 
六
 
 

圭
 
 
ヒ
 
ニ
 

■
－
り
 
 

証
 
八
 
 

話
 
九
 
 

舛
・
］
芦
岩
e
l
謡
♪
B
2
r
・
｝
さ
（
一
記
〇
一
説
の
”
 
 

E
l
－
ロ
e
r
〇
・
同
⊇
e
m
e
r
－
Ⅰ
ロ
d
，
国
n
g
．
C
h
e
m
●
－
u
只
一
票
∞
）
二
N
8
．
 
 

J
・
山
戸
吋
蒜
S
ざ
n
｝
J
・
S
亭
C
訂
芦
I
n
d
・
－
8
8
誓
ぃ
一
浩
】
）
二
怒
．
 
 

小
原
飽
太
郎
、
日
本
拳
術
協
合
報
骨
牌
九
各
節
仙
択
（
昭
利
九
年
）
 
 

f
I
・
R
O
各
2
－
野
草
呂
∴
訂
已
∴
買
音
t
已
き
∴
芯
（
一
己
○
）
u
0
0
 
 

宅
i
－
1
i
a
…
因
O
e
h
一
I
n
d
・
画
n
g
・
〇
F
e
m
・
〉
N
u
（
一
双
刃
）
深
戸
 
 

句
一
C
h
・
R
O
S
S
許
1
P
已
W
・
9
r
せ
a
ユ
s
｝
声
P
◆
N
拡
｝
∽
笥
（
一
括
∽
）
 
 

J
●
W
p
k
－
i
n
．
カ
ギ
O
n
↓
e
已
◆
岩
0
1
－
臣
ざ
ー
Ⅶ
（
一
巴
∞
）
）
梵
戸
 
 

篠
田
鎗
、
蛾
維
第
工
染
、
十
令
（
昭
和
九
年
）
 
山
 
血
四
貫
 
 

小
栗
槍
戒
川
花
井
組
冶
、
工
薬
化
撃
雑
諌
、
三
相
編
（
昭
和
六
年
）
 
仙
〇
九
二
見
 
 

J
・
A
u
e
旨
g
h
－
試
e
≡
g
n
d
 
T
e
已
i
－
b
叩
r
．
－
】
u
（
一
双
還
）
－
望
N
．
 
 

L
宅
⊇
n
i
e
り
鈴
声
G
u
3
t
－
P
m
p
t
・
詔
n
d
・
W
㌫
0
0
（
一
父
揖
）
．
∽
○
の
・
－
0
0
．
 
 

句
．
P
宅
0
0
d
〉
J
．
S
O
C
．
〇
F
e
m
．
Ⅰ
β
d
．
－
筐
（
一
諾
一
）
－
つ
全
一
．
 
 

P
甲
声
↓
u
p
h
0
1
m
e
｝
T
e
已
●
C
O
r
 
e
（
一
票
牒
y
↓
品
■
 
 

A
・
C
㌻
ノ
く
巴
a
｝
呂
e
≡
呂
d
↓
e
已
ご
b
e
ロ
ー
l
り
（
一
浩
山
）
｝
8
∽
～
一
〇
・
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謹
十
先
 
金
丸
琴
中
村
孝
義
、
芸
北
撃
難
華
完
編
（
昭
和
十
蒜
）
空
三
貫
、
入
五
八
賞
 
 

右
、
四
〇
編
（
昭
和
十
二
年
）
 
壱
入
貢
 
 

金
丸
競
上
野
誠
夫
、
同
 
 

金
丸
競
り
白
鳥
苧
中
村
孝
裁
、
同
右
、
讐
編
（
昭
和
十
三
年
）
 
二
七
六
東
 
 

学
六
 
戸
軍
容
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